
特別講演

2 S 01 大強度加速器が拓く先端科学 (高エネ研)永宮正治

2 S 02 Superheavy Elements with the Berkeley Gas-Filled Separator 

(米国・LawrenceBerkeley Laboratory) K.E. Gregorich 

招待講演

1 I 01 Radioactive Disequilibrium ofUranium and Thorium Nuclide Series in Hot Spring 

and River Water from Peitou Hot Spring Basin in Taipei 

(台湾・国立清華大学)朱錨吉

1 I 02 Positronium as a Probe of Small Free Volumes 

(ポーランド・MariaCurie-Sklodowska University) T. Goworek 

2 I 01 Radiopharmaceutical Chemistry in Peking University (PKU) 

(中国・北京大学)王祥云

2 1 02 Modern Nuclear Analytical Techniques and Their Applications in China 

(中国・中国科学院高能物理研究所)柴之芳

2 I 03 Century of Radiochemistry: History and Future 

(ロシア・RussianAcademy ofSciences) B.F. Myasoedov 

3 I 01 Radiochemistry in India -An Overview -

(インド・BhabhaAtomic Research Centre) S.B. Manohar 

依頼講演

1 R 01パイ中間子原子の生成と挙動 (京大原子炉)篠原厚

1 R 02地球化学・環境化学における中性子放射化分析の先端的利用

2 R 01 日本の核化学研究紹介

3 R 01環境放射能研究の現状と未来
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(根津化研・武蔵大人文)薬袋佳孝

(新潟大理)工藤久昭

(九大院理)百島則幸



プログラム

一般講演15分(講演12分、討論3分)

O印は登壇者

10月13日(水)

S会場(300室)

[依頼講演] 座長酒井陽一 (9:30'"'-'10:10)

1 R 01 パイ中間子原子の生成と挙動

(京大原子炉)篠原厚

[招待講演] 座長小村和久 (10: 10"""" 10:50) 

1 1 01 Radioactive Disequilibrium of Uranium and Thorium Nuclide Series in Hot Spring and River Water 

仕omPeitou Hot Spring Basin in Taipei 

(台湾・国立清華大学)朱識吉

[依頼講演] 座長松尾基之 (13:30'"'-' 14:10) 

1 R 02 地球化学・環境化学における中性子放射化分析の先端的利用

(根津化研・武蔵大人文)薬袋佳孝

[招待講演] 座長鈴木健訓 (14:10'"'-'14:50) 

1 1 02 Positronium as a Probe of Small FrちeVolumes 

(ポーランド・ MariaCurie-Sklodowska University) Tomasz Goworek 

A 会場(303室)

[核特性]

座長大槻勤 (11 :00'"'-' 12:00) 

1 A 01 中性子不足アメリシウム核種の壊変特性

(原研先端研l人.都立大院理2人.名大院工3人.原研物質科学4久.広島大院工5人.新潟大院自然6町)0阪間稔1以，2

塚田和明1人.浅井雅人l人.市川進一l人.大浦泰嗣2人.西中一朗l人.羽場宏光1人.後藤真一1，人永目諭一良郎sl，

柴田理尋3・河出清3・長明彦4・小島康明5・海老原充2，中原弘道2

1 A 02 中性子過剰希土類核の崩壊核分光

(原研・名古屋大学1・東京都立大学2・広島大学3)0市川進一・浅井雅人・塚田和明・長明彦・羽場宏光・

西中一朗・永目論一郎・小島康明3・柴田理尋1・大浦泰嗣2，阪間稔2，河出清1

1 A 03 104番元素ラザホージウムのイオン交換挙動

(原研基礎センター・GSl
1
・PSI

2
'Univ.Bern

3
・ITU

4
'Univ.Mainz

5
・TUDresden6)O塚田和明・浅井雅人・

3 T ~~， 4. ~ ，2 ~ T.. 1 ~ ~ T 2 
W. Bruchle ~'R. EichlerL<， H. W. Gaggeler 

L<，
・M.Gartner ・J.P.Glatz~' A. Grund ・E.Jager ・D.T.Jostヘ

U. Kirbach6， J.V. Kratz5・A.KronerlbeId・Z.Li
1
・永目論一郎・A.Nahler 5・西中一朗・阪間稔・

M. Schadel1
・B.schauStenl・D.SchumanIP・E.Shimpr・E.Strub 5， P. Thorle 

5
・A.Turler 

2
・5.zauTIer5

1 A 04 分裂する原子核の変形度の分類

(都立大理・原研
1
・東大理

2
・新潟大理3)0越宇亮・西中一朗

1
・永目論一郎

1
・谷川勝至

2
，末木啓介・

塚田和明
1
，市川進一

1
・後藤真一

3
・大浦泰嗣・中原弘道
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<昼休み> (12:00"-'13:30) 

<招待講演・依頼講演:S会場> (13:30"-'14:50) 

[核反応]

座長 三浦太一 (15:00"-' 15:45) 

1 A 05 重核の核分裂特性

(原研・都立大院理1，東北大核理研2)0永目諭一郎・柏、宇亮1・西中一朗・大槻勤2・塚田和明・市)11進一・
中原弘道l

1 A 06 242mAmの熱中性子誘起核分裂の放射化学的研究

(阪大院理・京大炉l・追手門大経2・阪大RIセ3)真田潤・荒木宏一・小林捷平1・篠原厚1・高橋成人・

高官幸一1・馬場宏・藤原一郎2・横山明彦・0斎藤直3

1 A 07 核反跳法による中高エネルギー光核破砕反応の系統的研究

(原研・金沢大院自然科学1・金沢大理2，金沢大医3・都立大院理4・京大原子炉5・四日市大環境情報6，

追手門学院大経7)0羽場宏光・松村宏1・山下万寿美人坂本浩1，2，鷲山幸信3，大浦泰嗣4，柴田誠一5，

古川路明6・藤原ー郎7

座長市川進一 (15:45'"'-' 16:30) 

1 A 08 高エネルギー重イオンによるターゲットフラグメンテーションの反応機構一初期生成核の推定

(阪大院理・阪大RIセ1・放医研2・京大炉3)0横山明彦・森本真哉・荒木宏一・真田潤・斎藤直1・馬場宏1，

柴田貞夫人篠原厚3・大久保嘉高3

1 A 09 核分裂生成物と dpmの気相反応

(新潟大理)0木村進一・金子哲也・平井利幸・工藤久昭

1 A 10 En <6.5MeVにおける 63CU(n，p)63Niの励起関数の測定

(京大原子炉・高エネ機構放射線科学センター~国立歴史民族博物館ヘ理研ヘ東大 RIセ~

東北大院工5)0高官幸一・篠原厚・柴田誠一・柴田徳思1・伊藤寛1，今村峯雄2，上蓑義朋3・野)11憲夫4，

馬場護5・岩崎信5，松山成男5

[同位体化学]

座長荒殿保幸 (16:30"-'17:00) 

1 A 11 レーザー誘起光音響法を用いる酸化鉄コロイドの光吸収および光散乱断面積同時測定

(東北大院理)0才木康・出蔵岡Ij・関根勉・木野康志・工藤博司

1 A 12 KYCARベブρチドを配位子とするレニウム錯体の antI-syn構造聞の異性化反応機構

(東北大院理)0高山努・鈴木圭介・関根勉・工藤博司

B 会場(405室 )

[中間子・ポジトロン]

座長末木啓介 (11 :00'"'-' 12:00) 

1 B 01 ミュオン分子イオン伯μtの構造と分子内核融合率

(東北大院理)0柴田裕樹・木野康志・工藤博司

1 B 02 (H2Mut分子の構造および遷移確率の精密計算

(東北大院理・原研1)0戸谷由起雄・木野康志・工藤博司・横山啓一1

1 B 03 アンモニア中の正ミュオンの挙動

(東大理・高エネ研1)0久保謙哉・西山樟生1
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1 B 04 H2+D2混合気体系における Hから Dへのパイ中間子転移過程

(京大原子炉・高エネ研
1
・阪大院理2，新潟大理3・金沢大理4・阪大RIセ5・四日市大環境情報6)

0篠原厚・三浦太一1・横山明彦2・高官幸一・金子哲也3・荒木宏一2，真田潤2・浜島靖典4，斎藤直5，

馬場宏5・古川路明6

<昼休み> (12:00""'13:30) 

<招待講演・依頼講演:S会場> (13:30""'14:50) 

座長久保謙哉 (15:00'"'-' 15:30) 

1 B 05 陽電子消滅ドッブρラー幅相関測定法の有機金属錯体への適用

(東大原総セ・高エネ研1)0伊藤泰男・鈴木健訓l

1 B 06 Positronium Trapped in Free Volume Holes -Study ofthe Formation in Extreme Cases 

(高エネ研・総研大1，東大原総セ2)OTomaszGoword-鈴木健司11・近藤健次郎・演田栄作l・伊藤泰男2

[メスバウア一分光]

座長高橋正 (15:30""'16:15) 

1 B 07 光異性化配位子をもっスピンクロスオーバー鉄(山)錯体

(東大工・神奈川科学技術アカデミー1・理研2，九大理3)0栄長泰明・速水真也1・小林義男2・前日米蔵3，

藤嶋昭・佐藤治1

1 B 08 スピンクロスオーバー鉄(III)錯体のLIESST現象

(KAST・東大院工1)0速水真也・栄長泰明l・藤嶋昭1・佐藤治

1 B 09 マクロ環配位子を有するLIESST鉄(II)錯体の新展開

(KAST・東大院工1，東理大2，工芸大3)0速水真血・栄長泰明1・石川由美子2・甲斐雅裕3・藤嶋昭1，

佐藤治

座長野村貴美 (16:15""' 17:00) 

1 B 10 ソーダ石灰ガラスを用いた有害重金属の固定

(九大理・宇部高専物質工1・九大特殊排水2・福大工3)西田哲明・0瀬戸基司・久冨木志郎1・宮地治2，

有賀俊文2・松本泰圏3

1 B 11 57Feメスパウアー、 XRDおよびDTAを用いたアルミン酸塩ガラスの結晶化挙動

(九大理・宇部高専物質工1・お茶大理2)0西田哲明・五島健太・久冨木志郎1，玉置豊美2

1 B 12 アルミン酸塩ガラスおよびガラスセラミックスの 151Euメスパウアースペクトル

(九大理・ハンガリーエトボシュ大核化学1)0西田哲明・Z.Klencsar
1
・E.kuZIIland-A.V釦 esl

G 会場(406室)

[放射化分析]

座長浜島靖典 (11 :00""' 12:00) 

1 C 01 成長期における亜鉛の欠乏が他の微量元素の挙動に与える影響 ω
(静岡大理)0吉田努・釜谷恵実・若狭仁・大山拓也・岩間基司11・矢永誠人・野口基子・大森羅

1 C 02 環境指標としての地衣類

(筑波大理工・国立科学博物館
1
・筑波大化2)0粛藤陽子・柏谷博之

1
・池田龍一

2
・関李紀

2

1 C 03 大気浮遊粒子の熱中性子放射化分析ー ClINaおよび Br/Naの季節変動一

(立教大理・立教大原研1)0泉水義大・戸村健児
1
・佐々木研一
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1 C 04 光量子及び、中性子放射化法によるマウス臓器中の無機元素の定量

(金沢大院・金沢大医1.金沢大理2・高エネ研3)0広瀬由紀子・天野良平1.鷲山幸信1・羽場宏光・

坂本浩2.桝本和義3

<昼休み> (12:00'"'-'13:30) 

<招待講演・依頼講演:S会場> (13:30'"'-'14:50) 

座長矢永誠人 (15:00'"'-' 16:00) 

1 C 05 ゲルマニウム検出器系の分析化学への応用

(原研)0初川雄一・早川岳人・藤暢輔・篠原伸夫・大島真澄

1 C 06 llCの迅速分離、検出法の開発と放射化分析への応用

(高エネ研・東北大核理研1・NTTホトニクス研2)0桝本和義・大槻勤1・伊藤寛・鹿野弘二2

1 C 07 ko一中性子即発γ線分析法による Typical]apanese Diet標準物質の多元素定量

(原研東海)0松江秀明・米沢仲四郎

1 C 08 単結晶ケイ素中に熱拡散したホウ素の即発γ線線形

(東大理・大同工大1・原研東海2)0久保謙哉・酒井陽一1・神保睦子1・米沢仲四郎2・松江秀明

座長鹿野弘二 (16:00'"'-'17:00) 

1 C 09 放射化学的中性子放射化分析法による高純度ケイ素の元素分析

(都立大院理・金沢大LLRL1) 0永峯隆行・大浦泰嗣・海老原充・中原弘道・小村和久1

1 C 10 光量子放射化分析法と中性子放射化分析法を併用した損石の分析

(都立大院理・東北大核理研1)0瀬戸口美奈・大浦泰嗣・海老原充・中原弘道・大槻勤l

1 C 11 Determination of Halogens in Meteorite and Geological Samples by Radiochemical Photon Activation 

Analysis 

(都立大院理・東北大核理研1)OSkλLatif・大浦泰嗣・海老原充・中原弘道・大槻勤1

1 C 12 中性子及び光量子放射化分析による異種産地の食用スパイス及び豆の微量元素定量

(原研・金沢大理1.パキスタン原研2)0宮本ユタカ・坂本浩1・]amshed.H. Zaidi2 • 中西孝1

101J14日(木)

S会場(300室)

[依頼講演] 座長斎藤直 (9:00'"'-'9:40) 

2 R 01 日本の核化学研究紹介

(新潟大理)工藤久昭

[招待講演] 座長遠藤和豊 (9:40'"'-' 10:20) 

2 1 01 Radiophannaceutical Chemistry in Peking University (PKU) 

(中国・北京大学)王祥云

[招待講演] 座長海老原充 (14:40'"'-'15:20) 

2 1 02 Modern Nuclear Analytical Techniques and Their Applications in China 

(中国・中国科学院高能物理研究所)柴之芳

-9-



[招待講演] 座長工藤博司 (15:20"-"' 16:00) 

2 1 03 Century of Radiochemistrγ: Historγand Future 

(ロシア・ RussianAcademy of Sciences) B.F. Myasoedov 

[特別講演] 座長坂本浩 (16:10"-"' 17:00) 

2 S 01 大強度加速器が拓く先端科学

(高エネ研)永宮正治

[特別講演] 座長中原弘道 (17:00"-"'17:50) 

2 S 02 Superheavy Elements WIth the Berkeley Gas-Filled Separator 

(米国・ LawrenceBerkeley Laboratory) K.E. Gregorich 

A 会場(303室)

[同位体化学]

座長初川雄一 (10:30"-"' 11: 15) 

2 A 01 放射化学的手法を用いた4族、 5族金属を内包したフラーレンに関する研究

(都立大院理)0秋山和彦・末木啓介・見玉健・菊地耕一・中原弘道・片田元己

2 A 02 反跳を利用した llCおよび 13N標識多環芳香族化合物の製造

(高エネ研・東北大核理研
1
・NTTホトニクス研2)0伊藤寛・大槻勤1.桝本和義・鹿野弘二2

2 A 03 亜鉛欠乏マウスにおける微量金属の取り込み

(静岡大理・理研1)0大山拓自・吉田努・岩間基司iI・矢永誠人・野口基子・大森羅・蛭沼利江子1・擾本秀一l

[アクチノイド化学]

座長臼田重和 (11: 15""' 12:00) 

2 A 04 TBPを含む超臨界 CO2と硝酸水溶液聞のウラン(VI)の分配平衡

(原研)0目黒義弘・吉田善行・磯修一

2 A 05 塩酸ーメタノール混合系におけるユウロピウム(III)及びキュリウム(III)の陽イオン交換挙動と水和状態の相関

(静岡大・原研1)0有阪真・加藤義春1・木村貴海1.菅沼英夫・吉田善行1

2 A 06 古い 252Cf中性子線源からの 248Cmの分離 (1)

(新潟大理・東北大金材研1)0加治大哉・金子哲也・工藤久昭・原光雄1・鈴木吉光1・渡部信1.三頭聴明l

< 昼 休み> (12:00""'13:30) 

[)レミネッセンス]

座長玉木洋一 (13:30""' 14:30) 

2 A 07 放射線照射石英中の様々な欠陥とTL特性との関係

(新潟大院自・京大原子炉1・新潟大理2)0藤田博喜・長谷博友人橋本哲夫2

2 A 08 焼成考古遺物からの放射線誘起ルミネッセンス現象の被熱温度と産地依存性

(新潟大院自然・新潟大理1)0西山笑子・柳川裕次1・橋本哲夫l

2 A 09 液体シンチレーション計数/パノレス時間間隔解析法による微量天然放射性核種の定量とその応用

(新潟大院自然・新潟大理1)0小松康子・斎藤由絵1.橋本哲夫l

2 A 10 石英粒子の赤色熱ルミネッセンス(RTL)における粒径依存性

(新潟大院自然・新潟大理1)0安田賢哉・橋本哲夫l

nu 
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B会場(405室)

[メスバウア一分光]

座長飯島誠一郎 (10:30'""'-'11:15) 

2 B 01 M-Sb(M = Na， K)系金属開化合物の lZ1Sbメスパウアースペクトル

(東邦大理)0高橋正・竹田満洲雄

2 B 02 NHiNp02(N03)3]の 237Npメスパウアースペクトルと結晶構造

(東邦大理1・原研2)0王軍虎1，2.北津孝史1・中目玉美人中本忠宏2・山下利之2・竹田満洲雄1

2 B 03 Zrl-xGdxOz-x/Z (0.35豆x豆0.55)固溶体の 155Gdメスパウアー分光法による研究

(東邦大理1.原研2)0王軍虎l人音部治幹2・中村彰夫人竹田満洲雄l

座長西田哲明 (11: 15'""'-' 12:00) 

2 B 04 ZrOZ-EuZ03系国溶体の 151Euメスパウア分光

(原研)OlE木信行・NeilGuillermo・音部治幹・中田正美・中村彰夫

2 B 05 メスパウアー分光法を用いた硫酸還元菌による硫化鉄化合物生成過程に関する研究

(東大院総合・東邦大医1)0小野島直子・松尾基之・杉森賢司l

2 B 06 リチウムイオン蓄電用材料の in-situ57Peメスパウアースペクトル測定による電極反応の追跡

(大同工大・大阪市大工1)0酒井陽一・有吉欽吾1・武田幸大1・小槻勉l

<昼休み > (12:00'""'-'13:30) 

座長村松久和 (13:30'""'-'14:30) 

2 B 07 キトサン一鉄イオンのメスパウアー分光学的研究

(都立大院理) D. Afroj'O片田元己

2 B 08 炭酸ガス吸収酸化物のメスパウアー解析

(東大院工・EL大人物質工研2)0野村貴美・z.Homorulay1・早川孝2

2 B 09 PePS3ーアミン類層間化合物のメスパウア一分光学的研究

(甲南大理)0酒井宏・浮田涼子・町田信也・重松利彦

2 B 10 メスパウア一分光法による低温マトリックス単離した鉄原子の反応生成物の研究

(東理大理)0山田康洋・勝又啓一・島崎秀生・小野祐樹・山口加代子

G 会場(406室)

[環境放射能]

座長関根 勉 (10:30'""'-'11:15) 

2 C 01 加速器トンネル空気中に生成するトリチウムの測定 (2)

一中空糸高分子膜を用いたトリチウム濃縮について

(静大・高エネ研1)0島田直佐子・森本泰臣・井口一成・奥野健二・佐々木慎一1・鈴木健司11・近藤健次郎
1

2 C 02 INAAおよびICP-MSによるイカ内臓中の微量元素の定量

(日本分析セ・華東地質学院1)0岸本武士・黄臨平1・小林裕・佐藤兼章・樋口英雄

2 C 03 森林土壌中の Cs-137分布一有機態炭素含有量との関係一

(名大院生命農学・金沢大理1・筑波大自然2)0竹中千里・浜島靖典1・恩田裕一2
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座長永井尚生 (11: 15"-' 12:00) 

2 C 04 Detennination of Cト36in Soil Collected at the Fonner Soviet Union' s Semipalatinsk Nuclear Test Site 

(九大院理・金沢大LLRL1) OSergei Tolmachyov・浦佐智子・御手洗志郎・百島則幸・山本政儀1・前田米蔵

2 C 05 微生物活動によるポロニウムの大気への放出

(九大院理・九大RIセ1)0宋麗香・百島則幸・大崎進1.前田米蔵

2 C 06 コンクリート構成材中の 41Ca定量法について

(日本分析センター)0及川真司・三浦勉・森本隆夫

<昼休 み > (12:00"-'13:30) 

座長五十嵐康人 (13:30-----14:30) 

2 C 07 ピナツボ火山の 1991年の噴火に起因すると推定される大気中の 210Pb濃度の一時的上昇

-韓国ソウルにおける観測ー

(明治大理工・国立環境研1)0佐藤深・土井妙子1・佐藤純

2 C 08 堺における 7Be及び210Pbの大気中濃度及び降下量の変遷

(阪府大先端科研・阪府大1)0嘉和子・松並忠男1・伊藤憲男・清田俊治

2 C 09 太平洋一インド洋における 7Be，lOBeおよび210Pbの大気中の分布

(日大文理・九大理
1
・北大院地球環境2)0多田亘・永井尚生・小林貴之・百島則幸1.村山雅史2

2 C 10 大気中のlOBe・7Beの生成速度

(日大文理)0永井尚生・多国亘・小林貴之

10月15日(金)

S会場(300室)

[依頼講演] 座長中西孝 (9:00-----9:40) 

3 R 01 環境放射能研究の現状と未来

(九大院理) 百島則幸

[招待講演] 座長永白諭一郎 (9:40-----10:20) 

3 1 01 Radiochemistry in India -An Overview -

(インド・ BhabhaAtomic Research Centre) S.B. Manohar 

A 会場(303室)

[医学・薬学・生物学におけるRIの利用]

座長天野良平 (10:30-----11: 15) 

3 A 01 スピントラッピング法を用いたラジカル消去能の新測定法

一放射線で生成する・OHの茶カテキンによる消去一

(静大理・京大原子炉1.静岡県大環境研2)0吉岡潤江・大橋康典・田中愛子1・赤星光彦1・吉岡寿2

3 A 02 Co-60ガンマ線によるDNA鎖切断と鉄(II)クエン酸錯体誘発DNA鎖切断に対する茶カテキンの防御効果の

比較

(静大理・静岡県大環境研1)0大橋康典・吉岡潤江・吉岡寿l

-12-



3 A 03 希土類元素と生体分子との結合について

(京大原子炉)0赤星光彦・田中愛子・中野幸広・藤井紀子

座長奥野健二 (11:15'"'-'12:15) 

3 A 04 成長期マウスにおけるマルチトレーサの生体内挙動

(金沢大院自・医1・理2・理研3)0太郎田融・天野良平1・坂本浩2.榎本秀一3

[蛍光X線分析]

3 A 05 蛍光X線法を用いた地衣類の多元素同時定量

(筑波大院環境・筑波大院理工1・国立環境研2・筑波大化3)0山口智寛・膏藤陽子1・久米博2・関李紀3

[放射線教育]

3 A 06 放射線に関する単位と放射線影響の化学的教育法

(阪府大先端科学研)0朝野武美

3 A 07 社会教育としての核・放射化学教育

(財環境研)0荒谷美智

<昼休 み > (12:15'"'-'13:30) 

B会場(405室)

[メスパウア一分光]

座長小林義男 (10:30'"'-'11:00) 

3 B 01 金属マトリックス中における 133CSのメスパウア異性体シフト

(f言州大教・原研物質科学1・高エネ研2)0吉川広輔・下村晴彦・石井寛子・田中栄司・村松久和・渡沼智1.

長明彦1.小泉光生1・関根俊明1・三浦太一2

3 B 02 ヨウ素化合物の DV-Xα 計算ーメスパウアーパラメータとの比較一

(甲南大理)0酒井宏・世木隆・町田信自・重松利彦

[ホットアトム・角相関]

座長高橋成人 (11 :00'"'-' 12:00) 

3 B 03 金属内包フラーレン研究へのγーγ摂動角相関法の応用佃)

(都立大院理・京大原子炉1・理研2・電通大3)0佐藤渉・末木啓介・菊地耕一・鈴木信三・阿知波洋次・

中原弘道・大久保嘉高1.安部文敏2・浅井吉蔵3

3 B 04 摂動角相関によるLiNb03およびLiTa03中の 117Cd→117Inと111mCd→l11Cdプローブの化学の研究

(京大炉・阪大院理1・阪大RIセ2)0大久保嘉高・村上幸弘1.斎藤直2・上原進一・横山明彦1.柴田誠一・

川瀬洋一

3 B 05 固体における高エネルギーイオンのホットアトム化学的過程に関する研究(II)

-Si中の高エネルギー重水素の化学的挙動一

(静大理放射研・原研1)0森本泰臣・井口一成・島田E佐子・奥野健二・中ネ打専文1・西正孝1

3 B 06 水溶性大環状金属錯体系における反跳効果(続) (水溶性金属フタロシアニン系について)

(筑波大化)0荘司準

<昼休み> (12:00'"'-'13:30) 

qδ 
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C 会場(406室)

[環境放射能]

座長小島貞男 (10:30""'-'11:15) 

3 C 01 深海堆積物における Pu-238/Pu-239，240放射能比

(金沢大院自然・金沢大理1)堀田和男・MλHaque・O中西孝1

3 C 02 宮城県沿岸における海産生物中の天然放射性核種濃度

(宮城県原子力セ)0石川陽一・吉田徳行・大庭和彦・星野和行

3 C 03 ICP-MSによるプルトニウム測定の際の分子イオンの影響

(日本分析セ・新潟保環研1)0岸本武士・磯良啓介・佐藤兼章・殿内重政l

座長石川陽一 (11: 15""'-' 12:00) 

3 C 04 α放射体の液体シンチレーション測定における空気ルミネセンスの影響

(共立薬科大学)0村瀬裕子・本間義夫

3 C 05 環境中性子による放射化とその利用(1)極低ノくックグラウンドγ線計測で検出可能な中性子放射化核種

(金沢大理LLRL)0小村和久・AhmedM. Yousef 

3 C 06 環境中性子による放射化とその利用 ω金の放射化による環境中性子評価

(金沢大理LLRL)小村和久・OAhmedM. Yousef 

<昼休み> (12:00"-'13:30) 

ポスター発表 (13:30"-' 15:30) 

P1会場 ( 401室)

[放射化分析、核化学、アクチノイド化学]

3 P 01 クロロアルカリ工場跡地付近の環境に残留する有機態ハロゲン (EOX)

(愛媛大農・ミシガン州立大環境毒性研1.横浜市大医2)0河野公栄・K.Kamaril・鹿島勇治2.松井三明2.

J. P. Giesy1.脇本忠明

3 P 02 セレン欠乏ラット肝細胞分画中の元素分布

(昭和薬大・理研1)0松本謙一郎・上田幸代・浦田ひろみ・遠藤和豊・蛭沼利江子1・榎本秀一1，

安部静子1・安部文敏l

3 P 03 ラットの即発γ線分析

(都立大院理・理研1)0大浦泰嗣・榎本秀一1・中原弘道

3 P 04 薄膜中の炭素、窒素の非破壊光量子放射化分析

(NTT PH研・KEK1・核理研2)0鹿野弘二・加藤正明・桝本和義人大槻勤2

3 P 05 Mn濃度の比較的高い鉄鋼試料中の MnとVのINAA

(立教大原研)戸村健児・O戸室裕行

3 P 06 シダ植物成熟葉と未成熟葉中の希土類元素分布について

(京大原子炉・京大演習林1)0高田実弥・西村和雄1・田中愛子・藤井紀子・赤星光彦

3 P 07 琵琶湖の堆積物および間隙水中の微量元素の放射化分析

(愛知医大・名大年代セ1，京大原子炉2・琵琶湖研3・四日市大環境情報4)0小島貞男・小田寛貴1，

中村俊夫人高田賓繭2.横田喜一郎3.古川路明4

3 P 08 サイクル機構における加速器質量分析計の'性能と同位体地球化学的研究への応用

(サイクル機構)0演克宏・徐勝
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3 P 09 Rf硝酸錯体の電子状態

(原研)0平田勝・TurgutBastug'永田諭一郎

3 P 10 オンライン同位体分離器を用いた軽元素不安定核の分離(2)

(原研)0長明彦・関根俊明・小泉光生

3 P 11 テクネチウム98の半減期

(日大文理・都立大院1)0小林貴之・末木啓介入海老原充1・中原弘道1

3 P 12 タング、ステン化合物のガスクロマトグ、ラフ的挙動

(新潟大理)0金子哲也・木村進一・工藤久昭

3 P 13 軽アクチノイド陽子誘起核分裂における核分裂片の角運動量

(新潟大理・東北大サイクロ1)0後藤真一・加治大哉・工藤久昭・藤田正広1・篠塚勉1，藤岡学1

3 P 14 アクチノイド核分裂における質量・運動エネルギー分布の励起エネルギー依存性異常

(原研先端研1・新潟大院理2・東大理3・都立大院理4)0西中一朗1・後藤真一2・谷川勝至3・趨宇亮4，

永目諭一郎1・塚田和明1・浅井雅人1，市川進一1，中原弘道4

3 P 15 233U(l¥h，f)における核分裂片の運動エネルギーと励起エネルギー

(京大原子炉・阪大院理i・阪大RIセム)0高官幸一・荒木宏一九真田潤A・豊嶋厚史A・横山明彦1，

高橋成人1，斎藤直2・馬場宏1・篠原厚・中込良贋

3 P 16 中高エネルギ一光子によって起こるフラグ、メンテーション反応

(金沢大理・金沢大医1・原研2・都立大院理3・京大原子炉4，追手門学院大経5・四日市大環境情報6，

日大文理7・東大原総セ8)0松村宏・鷲山幸信1・羽場宏光2・山下万寿美・坂本浩・宮本ユタカ2，

大浦泰嗣3・柴田誠一4・藤原一郎5，古川路明6・永井尚生7，小林貴之7・小林紘一8

3 P 17 重核領域における中高エネルギー光核破砕反応の放射化学的研究

(金沢大理・原研1・金沢大医2・都立大院理3・京大原子炉4，追手門学院大経5，四日市大環境情報6)

O山下万寿美・吉田幸市・寺田佳之・永野章・河嶋由希・長田大輔・羽場宏光1，松村宏・鷲山幸信2，

坂本浩・宮本ユタカ1，大浦泰嗣3，柴田誠一4，藤原一郎5，古川路明6

3 P 18 197Auと209Biの中高エネルギー光核分裂反応の放射化学的研究

(原研.金沢大理
l
人.金沢大院自然科学

2人.金沢大医
3
人.都立大院理

4
久.京大原子炉

5
人.四日市大環境情報

6久. 
追手門学院大経

7乃)0羽場宏光.玉十嵐学l人.笠岡誠l人.菊永英寿1，松村宏2人.山下万寿美2人.坂本浩l以，2

鷲山幸{信言計3，大浦泰嗣4・柴田誠一5・古川路明6・藤原一郎7

3 P 19 低エネルギー光子照射による軽核生成反応の放射化学的研究

(金沢大医・金沢大院1・金沢大理2・原研3・都立大院理4・京大原子炉5・四日市大環境情報6，

追手門学院大経7・日大文理8・東大原総セ9)0鷲山幸信・松村宏1・坂本浩2・羽場宏光3・宮本ユタカ3，

大浦泰嗣4，柴田誠一5・古川路明6・藤原一郎7，永井尚生8・小林貴之8，小林紘一9

3 P 20 XAFS法による硝酸水溶液中における Cm(III)およびランタノイド(III)の存在状態解析

(原研・LBNL
1
・LLNL

2
)0矢板毅・成田弘一・鈴木伸一・館盛勝一・N.M. Edelstein

1
・D.K.shut-

J.J.BIleherl・L.Raol，P.G.Allen

P2会場 ( 402室)

[環境放射能、同位体化学、医学・薬学・生物学におけるRIの利用]

3 P 21 高エネルギー陽子加速器のトンネル内で生成する放射性エアロゾ、ノレ(Il)

(高エネ研・原研1)0沖雄一・遠藤章
1
・神田征夫・近藤健次郎

3 P 22 高エネルギー陽子加速器のトンネノレ内で生成する
13
Nガスの化学形

(原研・高エネ研1)0遠藤章・神田征夫人沖雄一
1
・近藤健次郎

1
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3 P 23 高エネルギー陽子加速器施設における内部被曝線量評価のための放射能測定法の開発

(高エネ研)0沼尻正晴・沖雄一・三浦太一・鈴木健訓・近藤健次郎

3 P 24 放射化法による入射粒子数モニターの校正

(高エネ研)0沼尻正晴・三浦太一・沖雄一・鈴木健訓・近藤健次郎

3 P 25 加速器室内における中性子空間分布のイメージ化

(高エネ研)0桝本和義・豊田晶弘・江田和由

3 P 26 高エネ研東カウンターホール床下土壌中に生成する放射性同位元素濃度

(高エネ研・TNS
1
)0三浦太一・別所光太郎・石浜茂夫人大塚憲一l

3 P 27 富士山頂での 7Seの濃度変動 - 03との比較

(気象研地球化学・金沢大低レベル放射能実験施設
1
、気象研環境応用2)0五十嵐康人・小村和久1，

堤之智2，青山道夫・山本政儀1・慶瀬勝己

3 P 28 つくばにおける表土中の人工及び天然放射"主核種について

(気象研)0贋瀬勝己・五十嵐康人・青山道夫

3 P 29 最近の西部北太平洋海水中の Cs-137濃度

(気象研地球化学)0青山道夫・鹿瀬勝己・宮尾孝・五十嵐康人

3 P 30 堆積物における生物撹乱と放射性核種の分布

(地質調査所)0金井豊

3 P 31 深海堆積物中の天然Pu-244の探索

(金沢大院自然・金沢大理1)橋本有司・新中浩介入O中西孝1・坂本浩1

3 P 32 埋没スギ材年輪試料の C-14年代測定一 2

(大阪府大先端科研・福島大学教育学部生物学教室1)0柴田せっ子・)11野瑛子・木村勝彦l

3 P 33 ICP-MSによる環境試料中のウラン同位体比測定

-抽出クロマトク守ラフィック・レジンによるウランの分離・濃縮法について一

(放医研・セピリア大1)0田上恵子・内田滋夫・R.Garcia-Tenorio
1

3 P 34 パイカル湖湖底堆積物の 210Pb法による堆積速度と 137CS濃度

(国立環境研・明治大学理工1)0土井妙子・高松武次郎・佐藤純1

3 P 35 混合溶媒(メタノール/水)溶液中における Lu3+およびLUp2+の配位数変動

(静岡大院理工・静岡大理1)有阪真・多久和直子1・0菅沼英夫l

3 P 36 放射性ヨウ素及びアスタチンの溶媒抽出挙動

(阪大院理)Mahfuza Sharifa Sultana' 0豊l鳴厚史・高橋成人・三藤安佐枝・馬場宏

3 P 37 186WCd，2n)186Re反応の励起関数の測定:186Reの製造

(原研)0石岡典子・松岡弘充・渡辺智・長明彦・小泉光生・関根俊明

3 P 38 植物研究のための金属元素ポ、ジトロン放射体の製造

(原研)0渡辺智・石岡典子・長明彦・小泉光生・関根俊明

3 P 39 機器中性子放射化分析法による標準土壌試料の無機元素分析

(明治大農・昭和薬大1・静岡大理2・NIST3，Missouri大4・Merγland大5)0塚田E道・佐藤大英・

遠藤和豊1・矢永誠人2・L.A.Cu而e3・M.D.GlascocK4・J.M.ondoV5・M.Han 

3 P 40 植物による元素の取り込み過程で生じる元素間の措抗作用に関する研究

(理研・武蔵大1，東大アイソ総セ2)0尾崎卓郎・川村昌寛・安部静子・榎本秀一・薬袋佳孝1・巻出義紘2

3 P 41 マルチトレーサー法による有機金属錯体の合成および応用研究

(理研・金沢大医1)0川村昌寛・尾崎卓郎・榎本秀一・天野良平l

3 P 42 アミノメチレンリン酸を配位子とする 188Re錯体のヒドロキシアパタイトへの吸着

(原研東海)0橋本和幸・松岡弘充

3 P 43 高分解能X線発光・吸収分光法による軽元素分子の構造異性体識別

C NTT生活環境研究所)0村松康司
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P3会場 ( 403室)

[ポジトロン、メスパウア一分光、放射能測定、その他]

3 P 44 シロキサン重合体中でのポジトロニウムの寿命

(信州大教育)0下村晴彦・村松久和

3 P 45 液体シンチレータ中でのポジトロニウムの消滅過程

(東北大院理・東大原総セl・KEK2)0木野康志・関根勉・佐藤靖祥・工藤博司・伊藤泰男1・鈴木健訓2

3 P 46 極低温におけるポジトロニウム生成の増加について

(KEK・総研大1・東大原総セ2)0鈴木健司11・TomaszGoworek'近藤健次郎・浜田栄イザ・伊藤泰男2

3 P 47 反陽子ヘリウム原子のエネルギー準位の原子衝突による補正

(東北大院理・九大院理1)0西村直之・木野康志・上村正康1・工藤博司

3 P 48 金属イオンの中性子捕獲反応による金属内包フラーレンの安定性

(都立大理)0末木啓介・秋山和彦・伊藤いずみ・菊地耕一・中原弘道

3 P 49 7配位金属カルボニノレ [M12(COMSbPh3)L]および [M1lCOMSbPh3)]ー (M= Mo， W; L = PPh3， AsPh3)の
121Sbならびに 1271メスパウアースペクトル

(東邦大理)石黒淳・O高橋正・竹田満洲雄

3 P 50 Gd(III)ーEDTA錯体の 155Gdメスパウアースペクトルと結晶構造

(東邦大理)0王軍虎・野本祐子・高橋正・竹田満洲雄

3 P 51 [Fe(CN)5{Sb(C6H5)3}]n-(n=2， 3)における Sb-Fe結合の 57Feおよび 121Sbメスパウア一分光法による研究

(東邦大理)0前田正樹・高橋正・竹田満洲雄

3 P 52 アンチモンーアンチモン二重結合を持つ化合物の 121Sbメスパウアースペクトル

(東邦大理・九大有基研1・日本女子大理2)0竹田満洲雄・石黒淳・高橋正・笹森貴裕1・時任宣博1，

岡崎廉治2

3 P 53 (Ph4SbMFe(CN)6]の 57Feおよび 121Sbメスパウアースペクトルと結晶構造

(東邦大理)0北津孝史・森野寛士・高橋正・竹田満洲雄

3 P 54 α型水酸化ネブρツニノレ(VI)無水塩の Np-237メスパウアースペクトルと結晶構造

(東邦大理1・原研2)0北津孝史1・斉藤貴史1人王軍虎l人中田正美2・山下利之2.佐伯正克2.

竹田満掛i雄l

3 P 55 Np(V)及び Np(VI)化学種を含む硝酸凍結溶液の 237Npメスパウアー分光

(原研・東邦大理1)0中田正美・王軍虎1・北津孝史1・竹田満掛|雄1・筒井智嗣・正木信行・山下利之

3 P 56 [Fe30(paza)6 (py) 3 ]・3pyの構造と非局在化原子価状態

(九大院理・KAST
1
・分子研2)真子輝明・速水真也1・矢野弥生・井上克也2・0前田米蔵

3 P 57 ヘキサシアノ鉄(III)酸テトラエチルアンモニウムのメスパウアースペクトル

(生命工研)0飯島誠一郎・水谷文雄

3 P 58 層間化合物 MxTiS2の DV-Xα 計算

(甲南大理)酒井宏・0世木隆・町田信也・重松利彦

3 P 59 長石からの放射線誘起ルミネッセンス特性について

(新潟大理)0橋本哲夫・高野雅人・坂上央存

3 P 60 Comparison of Equivalent Dose Values Determined by Luminescence Stimulation Using Blue and Green 

Light 

(新潟大・Edinburgh大l)OD.G.Hong-R-B.Galloway1

3 P 61 筑波大学タンデム加速器を用いた Cト36のAMS測定
1 Jdr_'rh......L~"，，~IJl]_l-2 r-;:;r~TØZl..Ltt:.Î1Î 3 Jr.k_"rf........L/r，4 

(筑波大環境・筑波大医療短大・筑波大加速器セ・国立環境研・筑波大化 )0新井大輔・長島泰夫人

高橋努2.久米博3・関李紀4
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3 P 62 プール型原子炉における燃料破損監視

(立教大理・立教大原研1)0山田親義・佐々木研一・林惰平1・松浦辰男l

3 P 63 環境中性子による放射化とその利用 (3)食卓塩とキッチンフオイルによる飛行時の中性子測定

(金沢大理LLRL)0小村和久

3 P 64 Ag-I08mで汚染された銀製品

(金沢大理LLRL)0小村和久・AhmedM. Yousef 

3 P 65 極低レベル放射能測定における S/N比改善 海産物および、海水試料の場合

(金沢大理LLRυ 小村和久・O小藤久毅・佐々木圭一

3 P 66 極低パックグ、ランド8線検出器による環境中 32Siの測定

(金沢大LLRL)0小藤久毅・小村和久・山本政儀

3 P 67 液体シンチレーションスベクトロメータのゼロしきい値への外挿による軟3放射体の絶対測定法

(共立薬科大学)0本間義夫・キ撒裕子

0
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Time Table 

130ctober 140ctober 150ctober 
A B C A B C A B C 

9:00 Registration(8:30) 9:00・10:20(8) 9:00・10:20(S)

P2leRn0a1ry :] SEssion 3 Plenary 8ession 6 
9:30・10:50(8) H.Kudo(Japan) 3R01:N 
Plenary 8ession 1 2101 :Xiangyun Wang(China) 3101 :8.B.Manohar(India) 

10:00 lROl :A.Shinohara(J apan) 
1101 :Tieh-Chi Chu(Taiwan) 10:30・12:00 10:30-12:00 

2AOl・2A03
11:00-12:00 Isotope 2BOI-2B06 2COI-2C06 3AOl・3A04 3BOl・3B02 3COI-3C06 

11:00 Chemistry Mossbauer Environmental Biomedical Mossbauer Environmental 
lAOI-IA04 1B01-1B04 lCOI-IC04 2A04・2A06 Radioactivity 3B03・3B06 Radioactivity 
Nuclear Meson Activation Actinoid 3A05・3A07 HotAtom， 
Propertv Analvsis Chemistrv XRF， PAC 

12:00 Lunch Education 
Lunch Subcommittee iMstreyeCtiBn) gs: Lunch 
Business Meeting of Society(B) Nuclear Chem 8ubcommittee Meetings: 
Young Fellow恥'Ieeting(C) Nuclear Probe Chemistry (C) αemitters and Environmental Radioactivity(B) 

Activation Analysis(C) 
13:30・14:30

13:30 13:30・14:50(S) 13:30・15:30(p)

Plenary ::TYS.AGefsoisnwioaon ir(Jc2 kap(Paonl) a 
2A07・2AI0 2B07-2BI0 2C07-2CI0 Poster 8ession 

14:00 lR02 Luminescence 勘'Iossbauer Environmental Pl(401)， 3POI-3P20: Activation Analysis， 
1102 :T.Goworek(poland) Radioactivitx_ Nuclear Chemistry， Actinoid 

14:40・16:00(8) P2(402)，3P21・3P43:EnvironmentalRadiCoahcetmiviisttyr ， 
15:00・17:00 P2leIn0a2r:C y SEssion 4 Biomedical， Isotope Chemistry 

15:00 hai Zhifang(China) P3( 403)， 3P44・3P67:Positron， Mossbauer， Method， 
lA05-1A10 1B05-1B06 lC05-1C12 2103:B.F.Myasoedov(Russia) Others 
Nuclear Positron Activation END 
Reaction Analysis 16:10・17:50(8)

16:00 1B07-1B12 
P22leSSn00a21r::y KS.SN.Eeas.Ggsiaromcn gio5 yrai(cJha(pEaISnA) ) lAII-IAI2 Mossbauer 

Isotope 
Chemistrv 

17:00 
Break for supper 

18:00-20:00 
18:00 Panel Discussion (8) Banquet(101，102) 

What do you expect to the new society? 

20:55 END 

Room A: 303， B: 405， C: 406， S(Plenary Session):300， P(Poster): Pl(401)， P2(402)， P3(403) 



Plenary Lectures 

[ Plenary Session 1 ] 

1 R 01 FORMATION PROCESS OF PIONIC ATOMS AND ITS BEHA VIOR IN 
島仏TE悶 AL
Shinohara， A. (Research Reactor Institute， Kyoto University) 

1 101 RADIOACTlVE DISEQUILffiRIUM OF URANIUM AND THORIUM NUCLIDE 
SERIES IN HOT SPRING AND RIVER WATER FROM PEITOU HOT SPRING 
BASIN IN T AIPEI 
Chu， Tieh-Chi (National Tsing Hua University， Taiwan) 

[ Plenary Session 2 ] 

1 R 02 ADV ANCED USE OF NEUTRON ACTIVATION ANAL YSIS IN GEOCHEMISTRY 
ANDENVIRON乱ffiNTALCHEMISTRY 
民但nai，Y. (Nezu Institute ofChemistry and Faculty ofHumanities， Musashi University) 

1 1 02 POSITRONIUM AS A PROBE OF SMALL FREE VOLU乱ffiS
Goworek， T. (Maria Curie-Sk1odowska University， Poland) 

[ Plenary Session 3 ] 

2 ROl NUCLEARCHE乱lISTRYIN JAPAN 
Kudo， H. (F aculty of Science， Niigata University) 

2101 RADIOPHARMACEUTICAL CHEMISTRY IN PE阻 NGUNIVERSITYσKU) 
Wang， Xiangyun (Peking University， China) 

[ Plenary Session 4 ] 

2102 MODERN NUCLEAR ANAL YTICAL TECHNIQUES AND TI琵 IRAPPLICATIONS 
INCHINA 
Chai， Zhifang (Institute of阻ghEnergy Physics and Laboratory ofNuc1ear Ana1ytical 

Techniques， China) 

2103 CENTURY OF RADIOCHE乱位STRY:HISTORY AND FUTURE 
Myasoedov， B.F. (Vemadsky Institute ofGeochemistry and Analytical Chemistry of 

Russian Academy of Sciences， Russia) 

[ Plenary Session 5 ] 

2 S 01 FRONTIER SCIENCES WI百IFUTURE HIGH INTENSITY ACCELERATORS IN 
JAPAN 
Nagamiya， S. (回ghEnergy Accelerator Research Organization) 

2 S 02 SUPE即 IEAVY ELEMENTS WITH THE BERKELEY GAS-FILLED SEP ARATOR 
Gregorich， K.E. (Lawrence Berkeley Laboratory， USA) 

[ Plenary Session 6 ] 

3 R 01 PRESENT RESEARCH ON THE ENVIRON乱ffiNTALRADIOACTIVITY AND ITS 
PERSPECTlVE IN JAP AN 
Momoshima， N. (Graduate School ofScience， Kyushu University) 

3101 RADIOCHEMISTRY IN悶DIA -AN OVERVIEW -
Manohar， S.B. (Bhabha Atomic Research Centre， India) 
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Wednesday， 13 October 

[ Plenary Session 1 ] 9:30 -10:50， Wednesday， 13 October 

1 R 01 FORMATION PROCESS OF PIONIC ATOMS AND汀SBEHA VIOR IN MATERIAL 
Shinohara， A. (Research Reactor Institute， Kyoto University) 

1 101 RADIOACTIVE DISEQUILmR町MOF URANIUM ANDτ'HO町UMNUCLIDE SERIES IN HOT 
SP即NGAND RIVER WA'τ'ER FROM PEITOU HOT SP町NGBASIN IN T AIPEI 
Chu， Tieh・Chi(National Tsing Hua University， Taiwan) 

[PlenaηSession 2] 13:30 -14:50， Wednesday， 13 October 

1 R 02 ADV ANCED APPLIC.A:τ10NSOFNEUτ'RON ACTIVATION ANAL YSIS IN GEOCHE阻釘'RY

ANDENVIRON恥1ENTALCHE恥lISτ'RY
Minai， Y. (Nezu Ins帥 teof Chemistry and Fac凶.tyofHumanities， Musashi University) 

1102 POSIτ'RONIUM AS A PROBE OF SMALL FREE VOLUMES 
Goworek， Tomasz (Maria Curie-Sklodowska University， Poland) 

[ Nuclear Property ] 11 :00 -12:00， Wednesday， 13 October 

1 A 01 DECAY PROPERTIES OF NEUτ'RON・DEFICIENTAMERICIUM ISOTOPES 

S紘ama.M~， Tsukada， K.， Asai， M.， Ichikawa， S.， Nishinaka， 1.， Haba， H.， Goto， S.， Nagame， Y.， Osa， A.， 
(Jap叩 AtomicEnergy Research Institute) 
S池辺na，M.，0町a，Y.， Ebihara， N.， Nakahara， H. (Depar阻lentof Chemistry， Tokyo Metropolitan University) 
Shibata， M.， Kawade， K. (Dep釘出lentofEnergy Engineering and Science， Nagoya University) 
Kojima， Y..ρepar佃lentof Applied Physics，回roshimaUniversity) 
Goω，S.. (Dep釘加entof Chemistry， Niigata University) 

1 A 02 DECAY SPECτ'ROSCOPY OF NEUτ'RON・悶CHLANτ'HANIDEISOTOPES 

I.chikawa. S~， Asai， M.， Tsukada， K.， Osa， A.， Haba， H.， Nishinaka， 1.， Nag創ne，Y. (Japan Atomic Energy 
Research Institute) 

Kojima， Y.σaαutyofE時四.eering日阻roshimaUniversity) 
Shibata， M.， Kawade， K.ρep町阻lentof Energy Engineering and Scienc怠， NagoyaUniversity) 
O町a，Y.，S誌ama，M.(De伊比mentof Chemistry， Tokyo Metropolitan UniVI悶 ity)

1 A 03 CHEMICAL BEHA VIOUR OF RUτ'HERFORDU加1(1ミf，ELEMENT 104) IN ION-EXCHANGER 
Tsukada.K.， Asai， M.， Nagame， Y.， Nishinaka， 1.， Sakama， M.， (Japan Atomic Energy Research In刻印刷

Bruch1e， W.， Jager， E.， Li， Z.， Schadel， M.， Schausten. B.， Shimpf， E. (Gesellscha食品r
Schwerionenf町 schung)

Eich1er， R， Gaggeler， H.W.， Grund， A.， Jost， D.T.， Turler， A.伊a叫 ScherrerInstitu総)
Gaggeler， H.W.， G釘阻er，M. (Universi出 Bem)
Glatz， J.P. (Insti加teforTrans町沼uumElements) 
Kratz， J.v.， Kronenberg， A.， Nah1er， A.， S住ub，E吋 Thor1e，P.， Zauner， S. (Universitat Mai回)

Kirbach， U.， Schumann， D.σechnische Univer百itatDresden) 

1 A 04 CATEGORIES OF百ffiDEFORMATION DEGREE OF古ffiFISSIONING NUCLEUS 

Z担弘エ， Sueki， K.， 0町民Y.， N誌allara，H. (Graduate School of Science， To旬。MetropolitanUniversity) 
Nishin誌a，1.， NagameャY.，Tsukada， K.， Ichikawa， S. (Japan Atomic Energy Research Insti倒的

T創出awa，M. (School of Scien民， The University ofTo旬。)
Goto， S. (Graduate School of Science and Technology， Niigata University) 

っ，“つ山



[ Nuclear Reaction ] 15:00 -16:30， Wednesday， 13 October 

1 A 05 FISSION CHARACTERISTICS OF HEA VY NUCLEI 

Nagame‘Y.， Nishinaka， 1.， Tsukada， K.， Ichikawa， S. (Japan Atomic Energy Research Insti加te)
Zhao， Y.， N:誌ahara，H. (Graduate School of Science， Tokyo Metropolitan University) 
Ohtsuki， T. (Laboratory ofNuclear Scien∞， Tohoku University) 

1 A 06 FRAGMENT MASS AND CHARGE DISTRmUTIONS IN百ffiTHEffiv仏LNEUτ'RON悶 DUCED
FISSION OF 242m Am 

Sanada， 1.， Araki， H.， T誌ahashi，N.， Baba， H.， Yokoyama， A. (Graduate School ofScience， Osaka 
University) 

Kob匂出札K.， Shinohara， A.， Takamiya， K. (恥.esearchReactor Institute， Kyoto University) 
F吋iwara，I. (School ofEconomics， ot怠mon・G政凶nUniversity) 
E型盟..L侭adioisotopeResearch Center， Osaka University) 

1 A07 SYSτEMATIC RECOIL STUDY OF PHOTOSP ALLA TION REACTIONS AT町τER長1EDIATE

ENERGIES 

E金色旦(JapanAtomic Energy Research Institute) 
Matsum町 a，H.，Yam出hita，M.， Sakamoto， K. (Graduate School ofNatural Science and Technology， 
Kan位awaUnivぽ sity)

Washiyama， K.σac凶tyofMedicine， Kanazawa University) 
Oura， Y. (Grad回旬 Schoolof Science， Tokyo Metropolitan University) 
Shibata， S. (Research Reactor Institute， Kyoto University) 
Furukawa， M.σac叫tyofEnvironmenta1 and Information Sciences， Yokkaichi University) 
Fujiwara， I.σa心凶.tyof Economics， Otemon-G北山nUniversity) 

1 A 08 PREFRAGMENT IN TARGET FRAG:tI.佃ENTATIONOF HEA VY NUCLEI WITH阻 GH・ENERGY

HEAVYIONS 
Yoko刊 ma.A.，M，町imoto，S.， Ar法i，H.， Sanada， 1. (Grad凶 teSchool of Scien民 OsakaUniversity) 

Saito， T.， Baba， H. (Radioisotope Research Center， Osaka University) 
Shibata， S. (National Institute ofRadiological Sciences) 
Shinohara， A.， Ohkubo， Y. (Research Reactor Institute， Kyoto University) 

1 A 09 GAS PHASE REACTION OF FISSION PRODUCTS WITH DIPIV ALOYL恥1ETHANE

担盟盟主主，Kaneko，T.，回rai，T.， Kudo， H. (Fac叫句rof Science， Niigata University) 

1 A 10 MEASUREMENT OF THE EXCITATION FUNCTION FOR臼Cu(n，p)臼NiATE，，<6.5MeV

Takamiva. K.， Shinohara， A.， Shibata， S.侭esearchReactor Institute， Kyoto University) 
Shibata， T.， Itoh， Y. (l五ghEnergy Accelerator Research Organization) 
Imamura， M. (National Museum of Japanese 回story)

Uwamino， Y. (The Institute ofPhysical and Chemical Research) 
Nogawa， N. (Radioisotope Research Center， The University ofTo防0)

Baba， M.， Iwas紘i，S.， Matsuyama， S.σac叫tyofEngineering， Tohoku University) 

[ Isotope Chemistry ] 16:30 -17:00， Wednesday， 13 October 

lA 11 S肋rULT ANEOUS DETEffiv位NATIONOF百ffiOPTICAL ABSORPTION AND SCATTERING CROSS 
SECTIONS OF HAEMATITE COLLOIDS BY LASER-INDUCED PHOTOACOUSTIC SPECTROSCOPY 

S呂垣J.:_， Degura， T.， Sekine， T.， Kino， Y.， Kudo， H. (Grad回 teSchool of ScienceャTohokuUniversity) 

1 A 12 CONVERSION MECHANISM BETWEEN anti AND syn CONFORMATIONS OF RHENIl民1COMPLEX
WITH KYCAR PEPTIDE 
Takavama‘T"SUZl水i，K.， Sekine， T.， Kudoラ H.(Graduate School of Science， Tohoku University) 

[ Meson， Positron ] 11 :00 --12:00， Wednesday， 13 October 

1 B 01 Sτ'RUCTURE AND NUCLEAR FUSION RAτEOF~任JONICMOLECULAR ION加μt
Sh金鍾a，H.， Kino， Y.， Kudo， H. (Graduate School of Science， Tohoku University) 

1 B 02 PRECISE CALCULATION OF STRUCTURE ANDτ'RANSITION RAτ芭SOF (H2Mut MOLECULE 

工虫色エ， Kino， Y.， Kudo， H. (Graduate School of Science， Tohoku University) 
Yokoyama， K. (Jap組 AtomicEnergy Research Institute) 

q
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1 B 03 POSITIVE MUONS IN AA削 ONIA

kubo.M.K. (School of Science， The University of Tokyo) 
Nishiyama， K. (High Energy Accelerator Research Organization) 

1 B 04 NEGATIVE PIONτRANSFER FROM HYDROGEN TO DEUτERIUM IN H2+D2 GASお位XTURES

Shinohara.A.， T雄創凶ya，K.侭.esearchReacωrln副知te，Kyoto University) 
Miura， T. (High Energy Accelerator Research Organization) 
Yokoy創na，A.，Ar北i，H.， Sana血， J. (Graduat怠 Schoolof Science， Osaka University) 
Kaneko， T.σac叫.tyof Science， Niigata University) 
H釘najima，Y.σac叫tyof Science， Kanazawa University) 
Saito， T.， Baba， H.侭adioisotopeResearch Center， Osaka University) 
Furukawa， M.σac凶匂rof Environmental and Information Sciences， Y，位kaichiUniversi勿)

15:00 -15:30， Wednesday， 13 October 

1 B 05 COINCIDENCE DOPPLER SPECτ'ROSCOPY APPLIED TO ORGANOもfETALLICCO加iPLEXES
llihヱ~ (Research Center for Nuclear Science and Tωhnology， The University ofTokyo) 
Suz也i，T. (High Energy Accelerator Research Or.伊国zation)

1 B 06 POSITRONIUMτRAPPED IN FREE VOLUME HOLES -STUDY OF百ffiFORMATION IN E幻'REME

CASES 
Goworek. T~， SUZl水i，T.， Kondo， K. (l五ghEnergy Accelerator Research Organization) 
Hamada， E. (Dep町出lentof Accelerator Science， The Grad回総 Universityfor Advan民 dS加dies)
Ito， Y. (Research Center for Nuclear Science and Technology， The University of To匂0)

[ Mossbauer Spectroscopy ] 15:30 -17:00， Wednesday， 13 October 

1 B 07 SPIN-CROSSOVER IRON(III) COMPLEX CONTAINING PHOTOISOMERIZATION LIGAND 

Ei盟旦~，Fujishima， A.σaculty ofEngineering， The University ofTokyo) 
Hayami， S.， Sato， O. (Kanagawa Academy of Science and Technology) 
Kobayashi， Y. (The Institute ofPhysical and Chemical Research) 
Maeda， Y.σac叫tyof Science， Kyushu University) 

1 B 08 FIRST LIGHT INDUCED EXCITED SPIN STATEτRAPPING FOR IRON(III) COMPLEX 

E控室型....s.，_， Sato， O.ほanagawaAcademy of Science and Technology) 
Einaga， Y.， Fujishima， A.σac叫.tyofEngineering， The University ofTokyo) 

1 B 09 MOLECULAR MAGNETS WITH PHOTOFUNCTIONAL MOLECULAR BUILDING BLOCKS 

E笹型国....s.，_， Sato， O.区anagawaAcademy of Science and Technology) 
Einaga， Y.， Fujishima， A.σaculty ofEngineering， The University ofTokyo) 
Ishikawa， Y.σac叫.tyof Science， Tokyo Science University) 
Kai，M.σac叫匂rofEngin田 ring，Tokyo Institute ofPolytechnics) 

1 B 10 SOLIDIFICATION OF HAZARDOUS HEA VY勘fETALS¥¥江百fSODA-LIME GLASS 

Nishida， T.，皇蛍L単ニσac凶.tyof Science， Kyushu Universi勿)
Kubuki， S.尽JbeNational College ofEngineering) 
Miyaji， 0.， Ariga， T. (Laboratory for Waste Water Treatment， Kyushu University) 
Matsumoto， Y.σac叫.tyofEngineering， Fukuoka University) 

1 B 11 CRYSTALLIZATION BEHA VIOR OF ALUMINATE GLASS悶 VESTIGA'τ'EDBY 57Fe MOSSBAUER， 
XRDANDDTA 

堕虫i血よ~， Goto， K.σac叫tyof Science， K卯 shuUniversi勿)
Kubuki， S. (Ube National College ofEngineering) 
Tamaki， T.σac叫.tyof Science， Ochanomizu University) 

1 B 12 151Eu MOSSBAUER SPECTRA OF ALl民但NATEGLASS AND GLASS CERAMICS 

堕出血よσac叫.tyof Science， Kyushu University) 
Klencsar， Z.， Kuzmann， E.， V，侃es，A.但tovosLorand University， Hungary) 
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[ Activation Analysis ] 11 :00 -12:00， Wednesday， 13 October 

1 C 01 町F工UENCEON耳ffiBEHA VIOR OFτ'RACEELE恥ffiNTSCAUSED BY ZN DEFICIENCY IN 
GROWINGPE則OD(2) 
Yos垣虫J，_， Kamaya， M.， W誌部a，H.， Ohyama， T.， 1wama， M.， Yanaga， M.， Noguchi， M.， Omori， T. 
σaαJ1ty of Science， Shizuoka Universi砂)

1 C 02 LICHENS AS ENVIRON恥ffiNTAL IND1CATORS 
E盛弘主ι仏.1aster'sProgram in Science and Engineering， Tsukuba University) 
Kashiwadani， H. (Depar回lentofBotany， National Science Museum) 
Ikeda， R.， Seki， R. (Dep釘阻lentof Chemistry， Tsukuba Unive凶ity)

1 C03 INAAOFURBANPARTICULATEMATτ'ERIN耳ffiSOUTH OF SAIT AMA 
-τ'EMPERATURE E回ECTSON [Cl] / [Na] AND [B寸/[Na]一

皇盟盟よ口 Sas北i，K.σac叫.tyof Science， Rikkyo University) 
百 mura，K. (1n副蜘forAtomic Energy， Rik旬。University)

1 C 04 PHOTON AND NEUτ'RON ACTIVATION ANAL YSES OF INORGANIC ELEMENTS IN V ARIOUS 
MOUSE ORGANS 
堕盟E皇._yム (GraduateSchool ofNatural Sciences and Technology， Kanazawa University) 
Amano，R.， W部副yama，K.σaαJ1tyof Medicine， Kan位 awaUniversity) 
Haba， H. (Grad回 teSchool ofNatural Sciences and technology， Kanazawa University) 
Sak創noto，K.σac凶.tyof Sciences， Kanazawa University) 
Masumoto， K.。五ghEnergy Accelerator Research Organization) 

15:00 -17:00， Wednesday， 13 October 

1 C 05 APPLICA:百ONOF ARRA Y OF GERMANTI.加1DETECTORS FOR ANAL YT1CAL CHEMISTRY 
Hatsukawa. Y~， Hayakawa， T.， Toh， Y.， Shinohara， N.， Oshima， M. (Jap岨 AtomicEnergy Research 1n岨知的

1 C 06 RAPID SEP ARA百 ONANDDEτ'ECTIONOF C-l1 AND 1TS APPLICAT10N TO ACTIVATION 
ANALYS1S 
h1as凹mω.K~， 1to， Y. (High Energy Accelerator Research Organization) 
Ohtsuki， T. (Laboratory ofNuclear Science， Tohoku University) 
Shikano， K. (lI汀T)

1 C 07 DEτ'ERお宜NAT10NOF MUL TIELEMENTS IN REFERENCE MATERIAL OF TYP1CAL JAPANESE 

DIETBYko・.PGA
担坐盟主且，Yonezawa， C. (Jap組 AtomicEnergy Res伺 rch1nsti加te)

1 C08 NEUτ'RON CAPTURE PRO~伊Tγ-RAYSPECτ'RAOF BORON THERMALLY DIF下USEDIN
SIL1CON SINGLE CRYSTALS 
Kubo.M.Kc (School of Science，百leUniversity ofTokyo) 
Sakai， Y.， Jimbo， M. (Daido 1n副知総釦.dTechnology University) 
Yonezawa， C.， Matsue， H. (Japan Atomic Energy Research 1nstitute) 

1 C 09 ELEMENT AL ANAL YS1S IN HIGH PURITY Si METAL BY RNAA 
Nagamine. T~，Oura， Y.， Ebihara， M.， N紘d凶ra，H. (Grad回 teSchool of Science， Tokyo Metropolitan 
University) 
Komura， K. (Low Level Radioactivity Laboratory， University ofKanazawa) 

1 C 10 ELEMENT AL ANAL YS1S OF MEτ'EO阻τ'ESBY百ffiCOMBINATION OF PHOTON ACτ1VATION 
ANAL YS1S AND NEUτ'RON ACTIVATION ANAL YS1S 
seto四chi.M~，Oura， Y.， Ebihara， M.， N北必鴎ra， H. (Graduate School of Science， Tokyo Metropolitan 
University) 
Ohぉuki，T. (Laboratory ofNuclear Scienc氾， Tohoku University) 

1 C 11 DETERMINATION OF HALOGENS IN METEORIτ'E AND GEOLOGICAL SAMPLES BY 
RAD10CHEMICAL PHOTON ACTIVATION ANAL YS1S 
La正 Sk.A.， O旧宮， Y.， Ebihara， M.， N紘allara，H. (Gr剖.uateSch∞1 of Science， Tokyo Metropolitan 
University) 
Ohtsuki， T. (Laboratory ofNuclear Science， Tohoku University) 
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1 C 12 MINOR ANDτ'RACE ELEMENTS DEτERMINATION OF FOOD SPICES AND PULSES OF 

DIFFERENTO悶 G町 SBY NAA AND PAA 

Miv四 10tO.Y~ (Japan Atomic Energy Research Institute) 
Sakamoto， K.， N盆anishi，T.σ'ac叫tyof Science， Kanazawa University) 
Zaidi， J.H. (Pa恒stanInstitu総 ofNuclearScience and Technology， P紘istan)

Thursday， 14 October 

[ Plenary Session 3 ] 

2 R 01 NUCLEAR CHEMISτ'RYIN JAPAN 

Kudo， H. (Fac凶.tyof Science， Niigata University) 

2 101 RADIOPHARMACEUTICAL CHEMISτRYINPE阻 NGUNIVERSITY (PKU) 
Wang， Xiangyun (Peking University， China) 

9:00 -10:20， Thursday， 14 October 

[ Plenary Session 4 ] 14:40 -16:00， Thursday， 14 October 

2102 MODERN NUCLEAR ANAL YTICALτECHNIQUES AND百ffiIRAPPLICATIONS IN CHINA 
Chai， Zhifang (Institute ofHigh Energy Physics and Laboratory ofNuclear Analytical Techniques， China) 

2 1 03 CENTURY OF RADIOCHEMISTRY: HlSTORY AND FUTURE 
Myas田:dov，B.F. (Vernadsky Insti加teof Geochemis町randAr凶yticalChemistry of Russian Academy of 

Sciences， Russia) 

[ PlenaηSession 5 ] 16:10 -17:50， Thursday， 14 October 

2 S 01 FRONTIER SCIENCES WITH FUTURE 阻 GH別τENSITYACCELERATORS IN JAPAN 
Nagamiya， S. (回ghEnergyA∞elerator Research Organization) 

2 S 02 SUPE斑ffiAVYELE勘1ENTSWITH百ffiBERKELEY GAS-FILLED SEP ARA TOR 

Gregorich， K.E. (Lawrence Berkeley Laboratory， USA) 

[ Isotope Chemistry ] 10:30 -11 :15， Thursday， 14 October 

2A01 A STUDYOF加1ETALLOFULLERENEENCAPSULATING GROUP 4 AND 5 ELEMENTS， BY MEANS 

OF RADIOCHEMICALτECHNIQUE 

Akivama.K.， Sue恒， K.， Kodama， T.， Kikuchi， K.， Nakallara， H.， Kata血， M.(Grad国民 Schoolof Science， 
Tokyo Metropolitan Universi勿)

2 A 02 PRODUCTION OF l1C AND 13N LABELED POLYCYCLIC ARO加1ATIC HYDROCARBONS USING 

NUCLEAR RECOIL REACTION 

担よ，.，.Masumoω，K (High Energy Accelerator Research Organization) 
Oh飴uki，T. (Laboratory ofNuclear Science， Tohoku University) 
Shikano， K. (NTT) 

2 A 03 UPT AKES OFτ'RACE ELEMENTS IN ORGANS AND TISSUES OF Zn-DEFICIENT MICE 

Ohvama. T~， Yoshida， T.， Iwama， M.， Yanaga， M.， Noguchi， M.， Omori， T.σac叫匂rofScience弘Shizuoka
University) 
回runuma，R.， Enomoto， S. (The Institute ofPhysical and Chemical Research) 
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[ Actinoid Chemistry ] 11: 15 -12:00， Thursday， 14 October 

2A04 DISτ'RIBUTION EQUlLIBRIUM OF URANn島1:(VI)BETWEEN SUPERCRITICAL CO2 CONT A到ING

τRIBUTYL PHOSPHATE AND NITRIC ACID SOLUTION 
盟主g盟よ口 Yoshida，Z.， Iso， S. (Japan Atomic Energy Research Institute) 

2 A 05 CORRELATION BETWEEN THE CATION EXCHANGE BEHA VIOR AND THE HYDRATION 

sτRUCTURE OF Eu(III) AND Cm(III) IN HYDROCHLO即 CACID-MEτHANOLSYSTEM 

Arisaka. M日 Suganuma，H. (Fac凶tyof Science， Shizuoka University) 
Kato， Y.， Kim町 a，T.， Yoshida， Z. (Japan Atomic Energy Research Insti佃te)

2 A 06 CHEMICAL SEP ARAτ10NOF24唱CmFROM OLD 252CfNEUTRON SOURCES (1) 

Kaji， D.， Kaneko， T.， Kudo， H.σac叫.tyof Science， Niigata Universi勿)
Hara， M.， SUZ1広i，Y.， Watanabe， M.， Mitsugashira， T. (Institut怠forMaterials Re託arch，Tohoku University) 

[ Luminescence ] 13:30 -14:30， Thursday， 14 October 

2A07 SO恥ffiKINDS OF DEFECTS AF下ECTINGTL-PROPERTIES AND RADIATION-INDUCED 
PHENOMENA ON QUARTZES 

脳血.lh(Grad国 teSchool of Science and Technology， Niigata University) 
Hase， H.侭esearchReactor Institute， Kyoto University) 
Hashimoto， T.σac叫.tyof Scienc怠， Niigata Universiザ)

2 A 08 DEPENDENCE OF 0悶 GINSAND百ffiIDv仏L回 STORYON PROPERTIES OF 
RADIATION-悶DUCEDPHENOMENA FROM BURNT RELICS 

Nishivama‘ E~ (Grad田 teSchool of Science and Technology， Niigata University) 
Yar泊gawa，Y.， Hashimoto， T. (Fac凶.tyof Science， Niigata U凶versity)

2A09 DEτ'ERMINATION OF NATURAL RADIOACTIVITIES USING ALPHA LIQUID SC悶 TILLATION
COUNTING COMB別EDWITH PULSE T島E別TERVALANALYSIS AND ITS APPLICATION 

Komatsu. Y~ (Graduate School of Science and Technology， Niigata University) 
Saito， Y.， Hashimoto， T.σac叫.tyof Science， Niigata University) 

2 A 10 DEPENDENCE OF RED百ffiRMOLUMINESCENCEON GRAIN SIZE OF QUARTZ 
Yasu血，._K_(Graduate School of Science and Technology， Niigata University) 
Hashimoto， T.σac叫句1of Science， Niigata University) 

[ Mossbauer Spectroscopy ] . 10:30 -12:00， Thursday， 14 October 

2 B 01 121Sb MOSSBAUER SPECτRAOF町τ'ERMETALLIC COお1:POUNDSOF M-SB (M == Na， K) SYSτ'EM 
Tak油as祉 M~， Takeda， M.σac叫.tyof Science， Toho University) 

2 B 02 237Np MOSSBAUER SPECTRA AND CRYSTAL SτRUCTURE OF ~[Np02(N03)3] 
宣担gJ口Kitazawa，T.， Takeda， M.σac叫tyof Science， Toho University) 
Wang， J.， Naka也， M.，Nakamoto， T.， Yamashita， T. (Japan Aωmic Energy Research Institute) 

2 B 03 155Gd MOSSBAUER SPECTRA STUDY ON Zrl-xGdx02-xl2 (0.35 ~ x壬0.55)SOLID SOLUTION 
豆笠!gJ，_， Tak怠da，M.(Fac凶.tyof Science， Toho University) 
0ωbe， H.， Nakamura， A. (Japan Atomic Energy Research Institute) 

2 B 04 151Eu MOSSBAUER SPECτROSCOPIC STUDY OF zr02・EU203SOLID SOLUTION 

盟主E量生N.，Guillermo， N.， Otobe弘H.，N誌柑a，M.， Nakam町 a，A. (Japan Atomic Energy Research Insti回総)

2 B 05 MOSSBAUER SPECTROSCOPIC STUDY ON百ffi~任詑HANISMOF IRON SULFIDES FOIDv1:ATION 
WITHτ'HE AID OF SULF A TE-REDUCING BACTERIA 

Onozima. N~， Matsuo， M. (Grad国 teSchool of Arts and Sciences The University of To勾10)
Sugimori， K. (Toho University) 

2 B 06 In-situ 57Fe MOSSBAUERおffiASUREMENTSOF LITHIUM INSERTION MATERIALS FOR 
LI百IIUM・IONBATTERIES 

E謹盟&ヱ二のepartrr悶ntofChemisむy，Daido Institute of Technology) 
Ariyoshi， K.， Takeda， S.， Ohz嘘u，T. (Faculty ofEngineering， Osaka City University) 
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13:30 -14:30， Thursday， October 14 

2 B 07 MOSSBAUER SPEC1ROSCOPIC STUDIES OF CHITOSAN-IRON ION 
A企oj，D.，IC辺益担， M. (Graduate School of Science， Tokyo Metropolitan Universi勿)

2 B 08 MOSSBAUER STUDY OF PEROVSKITE OXIDES FOR CO2 ADSORPTION 

Nomura， K~ (School ofEngineering， The Universi勿ofTokyo)
Homonnay， Z.但，tovosLorand University， Hungary) 
Hayakawa， T. (Nationa1 Institute ofMat怠ria1sand Chemica1 Research) 

2 B 09 MOSSBAUER SPECτROSCOPIC STUDY OF FePS3・M 但NES悶 τ'ERCALATION COMPOUNDS 

E盛型J1口UkitaR.， Machida N.， Shigematsu T. (Fac叫.tyof Science， Konan Universi勿)

2 B 10 MOSSBAUER STUDY ON勘iATRIX・ISOLATEDIRON ATOMS AND THEIR REACTION PRODUCTS 

Yamada. Y.‘Katsumata， K.， Shimasaki， H.， Ono， Y.， Yama♂lchi， K.σac叫匂Tof Science， Science University 
ofTokyo) 

[ Environmental Radioactivity ] 10:30 -12:00， Thursday， 14 October 

2 C 01 MEASUREMENT OFτ'R1TU加1PRODUCED IN ACCELERATOR TUNNEL (2) 

-FOR TRlTU瓜1ENR1CHMENT USING HOLLοWFILM伍NTPOLYTh宜DEME島田RANE
Shimada‘A.， Morimoto， Y.， 19uti， K.， Okuno， K. (Fac叫.tyof Science， Shizuoka U凶versity)
Sas紘i，S.， S眠時i，T.， Kondo， K. (High Energy Accelerator Research Organization) 

2 C02 百ffiDEτ'ERMINATIONOF TRACE ELEMENTS IN SQU1DS BY INAAlICP-MS 
kishimoto. T~， Kobayashi， Y.， Sato， K.， I五guchi，H. (Jap組 Chemica1Ana1ysis Center) 
Huang， L.但astChina Geologica1 Institute， China) 

2 C03 DISτ'RIBUTION OF Cs-137 IN FOREST SOILS : 

CORRELATION WITHτ1lE CONTENTS OF ORGANIC CARBON 
Takenaka. C~ (Grad田 teSchool ofBioagricu1tura1 Sciences， Nagoya University) 
Hamajima， Y.σaωlty of Science， K創lllZawaUniversity) 
Onda， Y. (College ofNatura1 Sciences， University ofTsukuba) 

2 C 04 DETEIDv位NATIONOFCl・36IN SOIL COLLECTED AT THE FORMER SOVIET UNION'S 

SE~田ALATINSKNUCLEAR TEST SITE. 
Tolmachvo臥 S~， Ura， S.， ~但tarai， S.，恥10moshima，N.， Maeda， Y. (Graduate School of Science， Kyushu 
University) 
Yamamoω，M. (Low Level Radioactivity Laboratory， University ofKanazawa) 

2 C 05 RELEASE OF POLONIUM TO百ffiATMOSPHERE BY恥但CROBIALACTIVIτY 

皇盟...Rュ， Momoshima，N.， Maeda， Y. (Grad回総 Schoolof Science， K刊 shuUniversity，) 
Os紘i，S.侭adioisoωpeCenter， K刊 shuUniversity) 

2 C 06 ANALYTICAL MEτHODFOR耳ffiDEτ'ERMINATIONOF 41Ca IN CONCREτ芭 SAMPLES

Q生白堕.....s.，_，~但山富， T.， Morimoto， T. (Japan Chemica1 Ana1ysis Center) 

13:30 -14:30， Thursday， 14 October 

2 C 07 A TEMPORAL INCREASE IN百ffiATMOSPHERIC 210p]， CONCENτ'RATION POSSmLY DUE TO 

τHE 1991 ERUPTION OF PINATUBO VOLCANO 
- AN OBSERVATION AT SEOUL，百ffiREPUBLIC OF KOREA -

E益企.....s.，_， Saω， 1. (School of Scienc怠 andT目加ology，Meiji University) 
Doi， T. (Nationa1 Ins山ltefor Environmental S加dies)

2 C08 THEτ'RANSITION OF SURFACE A1R CONCENTRATION AND DEPOSITION OF 7Be AND 210pb IN 

OSAKA 

Me田Imi.K.， Ito， N.， Kiyoda， S. (Research Institut怠forAdvanced Science and Technology， Osaka Prefecture 
Univer百ity)
Matsunami， T. (professor Emeritus of Osaka Prefecture University) 
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2C09τ1IE ATMOSPHERIC DISτRIBUTION OF 7Be， l'13e AND 210pb IN百IEPACIFIC AND悶DIAN

OCEANS 

B色笠~， Nagai， H.， Kobayashi， T. (College ofHumanities and Sciences， Nihon University) 
Momoshima， N.σaαJlty of Science， Kyushu University) 
Murayama， M. (Graduate School ofEnvironmental Earth Science， Hokkaido University) 

2 C 10 PRODUCTION RATES OF l'13e AND 7Be IN 耳IEATMOSPHERE 

盟主鎚』コ Ta白， W.， Kobayashi， T. (College ofHumanities and Sciences， Nihon University) 

Friday， 15 October 

[ Plenary Session 6 ] 9:00 -10:20， Friday， 15 October 

3 R 01 PRESENT RESEARCH ON百IEENVIRON勘1ENTAL RADIOACTIVITY AND ITS PERSPECTIVE 悶
JAPAN 
Momoshima， N. (Graduate School of Science， Kyushu University) 

3 101 RADIOCHEMISτRYIN別 DIA -AN OVERVIEW -
Manohar， S.B. (Bhabha Atomic Research Centre， India) 

[ Biomedical Application of RI ] 10:30 -11 :30， F riday， 15 October 

3AOl ANEWMEτHOD FOR MEASURING RADICAL SCA VENGING ACTIVITY USING SPIN TRAPPING 
MEτ百OD-SCA VENGING OF HYDROXYL RADICAL GENERAτEDBYGM⑪fA-IRRADIATION 
WロHA TEA CATECHIN-

YoshiokaH.，Oh剖 hi，Y.σac叫.tyof Science， Shizuoka University) 
Yoshioka， H. (Institute for Environmental Science， University of Shizuoka Prefec加re)
Tanaka， Y.， Akaboshi， M. (Res回 rchReactor Institute， Kyoto University) 

3 A 02 COMP ARISON OF PROTECTIVE EFFECTS OF GREEN TEA CATEC皿NSONDNASτ'RAND

BREAKS悶DUCEDBYCo・60GAMMA RA Y AND IRON(II)・CITRAτz

Q担s誕Lエ， Yoshioka， H.σac叫.tyof Science， Shizuoka Univer百ity)
Yoshioka， H. (Institute for Environmental Science， University of Shizuoka Prefect町e)

3A03 B悶 DINGCHARACτERISTICSOF REES TO BIOMOLECULES : STUDY USING 14Ce， 160Tb AND 
170Tm 

Akaboshi. M~， Tan紘a，Y.， Nak釦 o，Y.，F可ii，N. (Research Reactor In錦i加te，Kyoto U凶versity)

3 A 04 BIOBEHA VIOR OF Ml正百τ'RACERIN BRAIN AND OTHER ORGANS OF BABY AND YOUNG 
民但CE

T町ouda‘ T~ (Gradua総 SchoolofNatural Scienc怠andTechnology， Kan位 awaUniversity) 
Am叩0，R. (Sch∞1 of Health Scienc怠s，Fac叫.tyofMedicine， Kanazawa University) 
Sakamoω，K.σ'aculty of Science， Kan位 awaUniversity) 
Enomoto， S.σheIns出府ofPhysicaland Chemical Research) 

[ X-ray Fluorescence Analysis ] 11 :30 -11 :45， Friday， 15 October 

3 A 05 MUL TI-ELEMENT AL ANAL YSIS IN LICHENS USING X-RA Y F工UORESCENCE
Yamaguchi. T~ (Ma回er's Program in Environmental Science， University of Tsukuba) 
Saito， Y. (Master's Program in Science and Engineering， University ofTsukuba) 
K田町， H. (National Institute for Environmental Studies) 
Seki， R. (Department of Chemistry， University of T四kuba)
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[ Educ柑 0000 Radiatioo and Radioactivity ] 11 :45 -12:15， Friday， 15 October 

3 A 06 A METHOD OF EDUCATION OF RADIATION RELATED UNITS AND QUANTITIES AND OF 
BIOLOGICAL E町ECTSOF RADIATION WITH百IEINCORPORATION OF CHEMICAL 
KNOWLEDGE 
A謹盟Jニ(ResearchIostitute for Advanced Science and Technology， Osaka Prefec加民 University)

3 A 07 NUCLEAR AND RADIOCHE勘nsτRYτZ王ROUGHSOCIAL EDUCATION 
Aratani. M~ (Institute of Environmental Science) 

[ Mossbauer Spectroscopy ] 10:30 -11 :00， F riday， 15 October 

3 B 01 MOSSBAUER ISO恥1ERSHIFTS OF 133Cs IN METALLIC HOSTS 

Yoshikawa.K.， Shimomura， H.， Ishii， H.， Tanaka， E.， Muramatsu， H.σac凶.tyof Education， Shinshu 
Univer百ity)

Watanabe， S.， Osa， A.， Koizumi， 1.， Sekine， T. (Japan Atomic Energy Research Institut怠)
Miura， T.。五ghEnergy Accelerator Research Or伊血zatio吋

3 B02 DV・XαCALCULATIONOF IOD悶 ECOMPOUNDS ーCOMPARISONWITH 1-129 MOSSBAUER 
PARAMETERS -

E盛色互ニ， Segi，T.， Machida， N.， Shigematsu， T.σac叫匂Tof Science， Konan University) 

[ Hot Atom Chemistry， Angular Correlatioo ] 11 :00 -12:00， Friday， 15 October 

3 B 03 APPLICATION OFτDPAC TO MET ALLOFULLERENES (II) 

E益金ム翌日 Sueki，K.， Kikuchi， K.， SUZl永i，S.， Achiba， Y.， N北ahara，H. (Graduate School of Science， Tokyo 
Metropolitan University) 
Ohkubo， Y.府.esearchReactor Institute， Kyoto University) 
Ambe， F. (Department of Applied Physics and Chemis町T，The University ofElectro-Communications) 
Asai， K. (The Insti加teofPhysical and Chemical Research) 

3 B 04 DIFFERENT CRYSTAL CHEMISTRIES OF百IE1l7Cd→1l7In AND lllmCd→lllCd PROBES IN LiNJ303 

AND LiTa03 STUDIED BY 耳IET酌E・DIFFERENTIALPERTURBED-ANGULAR-CORRELATION 
TECHNIQUE 

Ohkubo. Y.， Uehara， S.， Shibata， S.， Kawase， Y. (Research Reactor Institute， Kyoto University) 
Mur政ami，Y.， Yokoyama， A. (Graduate School ofScience， Osaka Univ，ぽsity)
Saito， T.侭adioisotopeResearch Center， Osaka University) 

3 B 05 STUDIES ON HOT ATOM CHEMICAL BEHA VIOR OF ENERGETIC IONS IN SOLIDS (II) 
-CHE勘但CALBEHA VIOR OF ENERGETIC DEUτERlUM IONS IN SI SINGLE CRYST AL-
Morimoto‘ Y~， Iguti， K.， Shimada， A.， Okuno， K.σac叫tyof Science， Shizuoka Universi勿)
N雄amura，H. (Japan Atomic Energy Research Institute) 

3 B 06 RECOIL E回ECTSIN WATER-SOLUBLE MACROCYCLIC METAL COMPLEX SYSτEMS 
(CONTINUED) (IN WATER-SOLUBLE MET AL PHTHALOCY ANINE SYSτEMS) 

E並ji， H. (Department of Ch釘副s句"University of Ts出uba)

[ Eoviroomeotal Radioactivity ] 10:30 -12:00， Friday， 15 October 

3 C 01 PU・238IPU・239，240ACTIVITY RATIO IN DEEP-SEA SEDIMENT 
Hotta， K.， Haque， M.A. (Grad田 teSchool ofNatural Science and Technology， Kanazawa Universi勿)
Nakanishi. T.σac凶.tyof Science， Kanazawa University) 

3 C 02 NATURAL RADIONUCLIDE CONCENτRATIONS IN 1¥1仏R別EORGANISMS ON百IECOASTOF

MIY AGI PREFECTURE 
Ishikawa. Y日 Yoshida，N.， Ohba， K.， Hoshino， K.但nvironmentalRadioactivity Research Institute ofMiyagi) 

3C03 別FLUENCEOF POLYATOIC ION ON耳IEMEASUREMENT OF PLUTONIUM BY ICP-MS 

Kishimo位 T~， Isogai， K.， Saω， K. (Japan Chemical Analysis Cen伎の
Tonouchi， S. (Niiga鈎 PrefecturalResearch L油oratoryfi町 Healthand Environment) 
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3 C 04 EFFECT OF AIR LUMINESCENCE COUNTS ON DETERMINATION OFα-E阻 TτERSBY LIQUID 

SCINTILLATION COUNTING 

盟主旦E主主ュ， H.omma，Y. (Ky.oritsu C.ollege .ofPharmacy) 

3 C 05 ACTIVATION OF NA百凪ALMAτERIALSBY ENVIRONMENTAL NEUτ'RONS AND ITS 

SCIENTIFIC USE (1) NEUτ'RON INDUCED RADIONUCLIDES DETECT ABLE BY EXTREMELY 

LOW BACKGROUND GM品1ASPECτ'RO勘Eτ'RY

Komura. K.， Y.ousef， A.M. (L.ow L町 elRadi.oactivi勿Lab.orat.ory，Kanazawa University) 

3 C 06 ACTIVATION OF NATURAL民1AτERIALSBY ENVIRONMENTAL NEUτ'RONS AND ITS 

SCIENTIFIC USE (2) EV ALUATION OF ENVIRONMENTAL NEUTRONS BY ACTIVATION OF 

GOLD 

K.omura， K.， ~.ousef. A.M~ (L.ow Level Radi.o唱ctivityLab.orat.ory， Kan位awaU凶versity)

Poster Session 13:30 -15:30. Friday. 15 October 

[Activation Analysis， Nuclear Chemistry， Actinoid Chemistry] 

3 P 01 EXTRACTACTABLE ORGANOHALOGENS但OX)INSED品伍NTAND ORGANISMS COLLECTED 

AT AFOR恥1ERCHLORALKALI F ACILITY 

kawan.o‘ M~， W，紘im.oω，T.σac叫ty.ofAgric叫旬re，Ehime University) 
Kann叩，K.， Giesy， J.P. (Institute .ofEnvir.onmental T.oxic.ol.ogy， Michigan State University， USA) 
Kashima， Y.， Matsui， M. (Sch.o.ol .ofMedicine， Y.ok.ohama City University) 

3 P 02 DISτ'RIBUTION OF ELEMENTS IN CELL FRACTION OF SELENIUM-DEFICIENT RAT LIVER 

Matsum.oω‘K.， Ueda， Y.， Urata， H.， End.o， K. (Dep町阻l印 t.ofPhysical Chemistry， Sh.owa C冶llege.of 

Phru:四郎怠uticalScie即 es)

回 runuma，R.， En.om.o加， S.，Ambe弘S.，Ambe， F. (The Institute .ofPhysical and Chemical Research) 

3 P 03 PROMPT GM仏.1ARA Y ANAL YSIS OF RA TS 

Q盟主主日 En.om.ot.o， S.， Nakahara， H. (Graduate Sch.o.ol .of Science， T.oky.o Metr.op.olitan Univぽsity)

3P04 DEτERMINATION OF CARBON AND NITROGEN INτ1llN FILMS ON SILICON SUBSτ'RATESBY 

NON-DESτ'RUCTIVE PHOTON ACTIV A TION ANAL YSIS 

Shikan.o.K.， Kat.o， M.別TTPh.ot.onics Labs.) 
Masum.ot.o， K. (High Energy Accelerat.or Research Organizati.on) 
Ohtsuki， T. (Lab.orat.ory .ofNuclear Scie恥 e，T.oh.oku Universiザ)

3P05 THEDEτERMINATION OF MN  AND V IN IRON SAMPLES CONT A別 INGCONSIDERABLE 

AMOUNTS OF MN  BY INAA 

T.omura， K.， T.o盟ur.o， H. (Institute for At.omic Energy， Rik匂'.0University) 

3 P 06 RARE EARτH ELEMENT CONCENTRATIONS IN MATURE AND DEVELOPING LEA VES OF FERN 

COLLECτEDFROM百ffiSAME SITE 

工盆金色l.，Nis恒mura，K.，T組成a，Y.， Fujii， N.， Akab.oshi， M. (Research React.or Ins蜘 tβ，Ky.ot.oUniversity) 

Nishimura， K. (University F.orests， Ky.ot.o University) 

3 P 07 STUDIES ON BEHA VIOR OFτ'RACE ELEMENTS IN SED島1ENTAND PORE WATER OF LAKE 

BIWA BY NEUTRON ACTIVATION ANAL YSIS 

也長盟斗侭adi.ois侃opeResearch Center， Aichi Medical University) 
Oda， H.， Nakamura， T. (Dating and Materials Re鈴 archCent怠r，Nag.oya University) 
Takada， J. (Research React.or Institute， Ky.ot.o University) 

Y.ok.ota， K. (Lake Biwa Research Institute) 
F町也awa，M. (Fac叫匂'.ofEnvir.onmentand Inf.ormati.on Sciences， Y.okkaichi University) 

3 P 08 PERFORMANCE OF ACCELERATOR MASS SPECτ'ROMETER AND ITS APPLICATION TO THE 

STUDY ON ISOTOPE GEOCHEMlSTRY 
E型盟，_K_， Xu， S. (Jap岨 NuclearCycle Devel.opment Institute) 

3P09 ELECτ'RONIC Sτ'RUCTURE OF RU耳ffiRFORDfi島1NITRAτE

堕盟担L盟口 Bas加g，T.， Nagame， Y. (Japan At.omic Energy Rese紅 chInsti印刷

司
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3P 10 ON北町EISOTOPE SEPARATION OF UNSTABLE LIGHT-ELEMENT NUCLIDES(2) 

Q盟...A_， Sekine， T.， Koizumi， M. (Japan Atomic Energy Research Insti加te)

3 P 11 HALF-LIFE OF TECI到ETIUM・98

K.obavashi‘ T~ (College ofHumanities and Sciences， Nihon University) 
Sueki， K.， Ebihara， M.， N紘ahara，H. (Graduate School of Science， Tokyo民事etropolitanUniversity) 

3 P 12 GAS CHROMATOGRAPHlC BEHA VIOR OF TUNGSτ'EN COMPOUNDS 

亙担盛Q.，_エ，Kim町 a，S.， Kudo， H. (Faαuty of Science， Niigata University) 

3 P 13 ANGULAR MOMENTUM OF FISSION FRAGMENT IN PROTON-悶 DUCEDFISSION OF LIGHT 
ACTINOIDES 

皇Q鐙~，Kaji， D.， Kudo， H.σa叫匂TofScienc怠， Niigata University) 
F可ita，M.， ShinoZ¥虫色 T.，Fujぬka，M. (Cyclotron Radioisotope Center， Tohoku University) 

3 P 14 ANOMALOUS EXCITATION FUNCTION OF MASS AND K到ETICENERGY DISTRIBUTIONS IN 

PROTON-INDUCED FISSION OF LIGHT ACTINIDES 

Nishin紘a.I~， Nagame， Y.， Tsuk叫a，K.， Asai， M.， Ichikawa， S. (Japan Atomic Energy Rese沼 'chInstiωte) 
Goto， S. (Graduate School of Scien∞and Technology， Niigata University) 
Tanikawa， M. (School of ScienceャTheUniversity ofTokyo) 
Zhao， Y.， Nakahara， H. (Graduate School of Science， To防oMetr叩olitanUniversity) 

3 P 15 CORRELATION BETWEEN耳IEK悶 ETICAND EXCIT ATION ENERGIES OF FISSION 
FRAGMENTS FOR 233U(nth，f) 

T雄創出va‘ K~， Shinohara， A.， N紘agome，Y. (Research Reactor Institute， Kyoto University) 
Ar紘i，H.， Sanada， J.， Toyo喧hima，A.， Yokoyama， A.， T北ahashi，N.， Baba， H. (Graduat怠Schoolof Science， 
Osaka University) 
Saiω， T.侭adioisoω'peResearch Center， Osaka University) 

3 P 16 STUDIES OF FRAGMENTATION IN PHOTONUCLEAR REACTIONS AT別τ'ERMEDIATE

ENERGIES 

Matsumura.H.， Yamashita， M.， Sakamoto K.σac叫.tyofScien田 andGraduate School ofNatural Science 

and Technology， Kanazawa University) 
Washiyama， K.σac岨tyofMedicine， Kanazawa University) 
Haba， H.， Miyamoω， Y. (Japan Atomic Energy Research Institute) 
O町 a，Y. (Gr.刈田teSch∞1 of Science， TokyひM出 .opolitanUniversity) 
Shibata， S.侭.esearchReacωr Institute， Kyoto University) 
F吋iwara，I.(Faculty ofEconomics， Otemon・G紘uinUniversity) 

Furukawa， M.σac叫.tyofEnvironmental and Information Science， Yokkaichi University) 
Nagai， H.， Kobayashi， T. (College ofHumanities and Sciences， Nihon University) 
Kobayashi， K.侭esearchCenter for Nuclear Science and T切 hnology，The University ofTokyo) 

3 P 17 RADIOCHEMICAL STUDY OF PHOTOSPALLATION ON HEA VY TARGETS AT悶 τ'ERMEDIATE

ENERGIES 

Yam錨 hita.M~， Yoshida， K.， Terada， Y.， Nagano， A.， Kawashima， Y.， Osada， D.， Matsumurヨ，H.，Sakamoω， 
K.σac叫.tyof Science and Graduate School of Natural Scien印加dTechnology， Kan位awaUniversi勿)
Haba，H.，民位yamoω，Y. (Japan Atomic Energy Research Institu総)
Washiyama， K.σac叫tyof Medicine， Kan位 awaUniversiザ)
Oura， Y. (Graduate School of Scien白， Tokyo Metropolitan University) 
Shibata， S.侭.esearchReactor Institute， Kyoto University) 
F吋iwara，1.σac凶.tyof Economics， ot怠mon-G北凶nUniversity) 
Furukawa， M.σaculty ofEnvironmental and Information Sciences， Yokkaichi Universi勿)
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3 P 18 RADIOCHEMICAL STUDIES OF百IEPHOTOFISSION REACTIONS ON 197 Au AND 20~i AT 

問τER長1EDIA:τEENERGIES
E控室L旦(JapanAtomic Energy Research Insti加te)
Igarashi， M.， Kasaoka， M.， Kikunaga， H守 Sakarnoto，K.σ'ac叫tyofScien∞， KanazawaUniversity) 
Matsumura， H.， Yarnashita， M.， Sakarnoto， K. (Graduate School ofNatural Science and Technology， 
Kanazawa University) 
Washiyarna， K.σac叫.tyof Medicine， Kanazawa University) 
Oura， Y. (Grad国 teSchool of Science， To防oMetropolitan Univer百ity)
Shibata， S. (Research Reactor Insti印紙 KyotoU国versity)
Furukawa， M.σac叫匂'ofEnvironmentaland Information Sciences， Yokkaichi University) 
F吋iwara，1.σac叫tyofEconomics， ot怠mon-G故 国nUniversity) 

3 P 19 RADIOCHEMICAL STUDY OF LIGHT NUCLEI-PRODUCTION IRRADIA:百NGWITH LOW-ENERGY 

BREMSSτRAHLUNGBEA長fS

Wäshiv沼na.K~ (School ofHealth Sciences， F前叫匂'ofMedicine，Kanazawa University) 
Matsumura， H.， Sakarnoto， K. (Grad回総 SchoolofNatural Science and Technology， Kanazawa Unive悶ty)

Haba， H.， Miyarnoω， Y. (Japan Atomic Energy Research Institute) 
Oura， Y. (Grad田 teSchool of Science， To匂'0Metropolitan University) 
Shibata， S. (Research Reac加rInstitu飽， KyotoUniversity) 
Furukawa， M.σaαuty of Environmental and Information Science， Yo拙:aichiUniversity) 
F吋iw，訂a，1. (School ofEconomics， Otemon-gakuin University) 
Na伊 i，H.， Kobayashi， T. (College ofHumanities and Scien印 s，Nihon University) 
Kobayashi， K. (Research Center for Nuclear Science and Technology， The University ofTokyo) 

3 P 20 SPACIATION OF Cm(III) AND LANτ'HANIDES(III) IN AQUEOUS NITRAτE SOLUTIONS BY XAFS 

主亘弘T.，Narita， H.， SUZl止i，S.， Tachimori， S. (Jap岨 AtomicEnergy Research Institute) 
Edelstein， N.M.， Sh叫し D.K.， Bucher， J.J.， Rao， L. (Lawrence Berkeley National Laboratory， USA) 
Mlen， P.J. (Lawrence Livermore National Laboratory， USA) 

[ Environmental Radioactivity， Isotope Chemistη， Biomedical Application of RI ] 

3 P 21 CHARACTERIZATION OF RADIOACTIVE AEROSOLS FORMED IN AIR OF A 皿GH-ENERGY
PROTON ACCELERATOR TUNNEL (11) 

Oki. Y.， Kan也，Y.， Kondo， K. (High Energy Accelerator Research Organization) 
Endo， A. (Jap叩 AtomicEnergy Research Insti印刷

13 
3 P 22 CHEMICAL FORMS OF GASEOUS 'JN悶 DUCEDIN AIR OF A HIGH・ENERGYPROTON

ACCELERATOR TUNNEL 

E型担..A.(Japan Atomic Energy Research Institu匂)
Kanda， Y.， Oki， Y.， Kondo， K. (High Energy Accelerator Research Organization) 

3 P 23 STUDY OF RADIOAC'百VITIESFOR悶 τERNALEXPOSURE AROUND THE HIGH ENERGY 

ACCELERATOR F ACILITIES 
NUrnaiiri. M~， Oki， Y.， Miura， T.， SUZl虫i，T.， Kondo， K. (l五ghEnergyAωelerator Research Organization) 

3 P 24 CALIBRA百ONOFBEAM悶 τENSITYMONITORS USING ACTIVATION MEτ'HOD 

NUrnaiiri. M，， 1岨町a，T.， Oki， Y.， Suzuki， T.， Kondo， K. (l五位EnergyAccelerator Research Organization) 

3 P 25 IMAGINGτECHNIQUE FOR百IEMEASUREMENT OF NEUτ'RONDISτ'RIBUTION IN 
ACCELERATOR ROOM 

Masumoto.K.， Toyoda， M.， E白， K. (High Energy Accelerator Research Organization) 

3P26 CONCENτ'RA百ONOF RADIONUCLIDES INDUCED IN SO且 BELOW古車EASTCOUNTER HALL 
INKEK 

盟主旦よ口 Bessho，K. (l五ghEnergy Accelerator Research Organization) 
Ishiharna， S.， Ohtsuka， N. (Tokyo Nuclear Services Ltd.) 

3 P 27 7Be CONCENτ'RATIONS OBSERVED AT百ffiSl.加仏，fITOF MT. FUn -COMPARISON WI1百τ'HOSE

OF03 

harashi.Y.， Aoyarna， M.，回rose，K.， Tsuts回目， K. (Meteorological Research Institute) 
Kom田弘K.， Yarnarnoto， M. (Lο，wLevelR詞ioactivityLaboratory， Kan位awaUniversity) 
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3P 28 ANτ1IROPOGENIC AND NATURAL RADIONUCLIDES IN SURFACE SOIL SAMPLES AT TSUKUBA 

血盟笠五日 Igar邸 hi，Y.， Aoyama， M. (Meteorological Research Ins帥.te)

3 P 29 RECENT Cs・137CONCENτRATIONS IN THE SURF ACE WATER IN THE WESτERNNOR1百
PACIFIC 
A肝創na.M~，阻rose， K.， Miyao， T.， Igarashi， Y.ゆ1eteorologicalResearch Institute) 

3 P 30 BIOTURBATION AND RADIONUCLIDE DISτRIBUTIONS IN SED酌ffiNT

基盤生ヱュ(GeologicalSurvey of Japan) 

3 P 31 A SEARCH FOR NATURAL pu・244IN DEEP-SEA SEDIMENT 

Hashimoto， Y. (Graduate School ofNatural Science and Technology， Kanazawa University) 
Shinn紘a，K.，Nakanishi‘T門 Sakamoto，K.σac凶tyof Science， Kanazawa University) 

3 P 32 RADIOCARBON DATING FORτREE・阻NGSAMPLESOFBURIEDJAPANCEDARS2

星誕.lli血...s，_， Kawano， E.。主.esearchInstitute白rAdvanced Science and Technology， Osaka Prefecture 
Universi勿)
Kimura， K. (Fac叫.tyofEducation， Fukushima University) 

3P33 DEτERMINATION OF URANIUM ISOTOPIC RATIOS IN ENVIRONMENTAL MAτERIALSBY 
ICP-MS -SEPARATION AND CONCENτRATIONOFURANTI民1BYANEXτRACTION 
CHRO勘仏TOGRAPI召CRESIN-

主盛田L五日Uchida，S. (National In副知teof Radiological Science) 
Garcia-Tenorio， R. (University of Seville， Spain) 

3P34 SED島ffiNTATIONRATE OF LAKE BAIKAL FROM 210pb CONτENTS AND 137 Cs 

CONCENTRATIONS 

D一色工'"'Takamatsu， T. (National Institu旬 forEnvironmen飽IS佃dies)
Sato， J. (School of Science and Technology， M吋iUniversity) 

3P35 別FLECTIONPOINTS IN百IECOORDINATION NUお1BERAROUND Lu3+ AND LuF2+ IN THE 

L但XEDSYSτEM OF METHANOL AND WATER 
Arisaka， M.， T紘uwa， N.，_Su四 numa.H.σacultyof Science， Shizuoka University) 

3 P 36 SOL VENT EXTRACTION OF BEHA VIOR OF RADIOIOD悶EAND ASTATINE 

SultanaMahfuza， S.， Iovoshima.A.， Takah邸 hi，N.，島但to，A.， Baba， H. (Graduate School of Science， Osaka 
University) 

3 P 37 MEASUREMENT OF THE EXCIT ATION FUNCTION FOR百IE186W(d，2n)186Re NUCLEAR 
REACTION: PRODUCTION OF NO・CARRIER-ADDED186Re 

h誕Q包..N_， Matsuoka， H.， Watanabe， S.， Osa， A.， Koizumi， M.， Sekine， T. (Japan Atomic Energy Resear油
Institute) 

3 P 38 PRODUCTION OF POS口RON-E加lITτERSOF MET ALLIC ELE勘ffiNTSFOR APPLICATION TO 

STUDY OF PLANTS 
Watanabe‘ S~， Ishioka， N.， Osa， A.， Koizumi， M.， Sekine， T. (Jap組 AtomicEnergy Research Institu匂)

3 P 39 DETERMINATION OF INORGANIC ELEMENTS IN JAPANESE STANDARD SOIL MATERIALS BY 

MEANSOFINSτRUMENTAL NEUτRON ACTIV A TION ANAL YSIS 

Ts此ada.M~， Satoh， D.σ卸叫tyof Agric叫加re，Meiji University) 
Endo， K. (Showa College ofPharmaceutiω1 Sciences) 
Yanaga，M.σac叫tyof Science， Shizuoka University) 
Currie， L.A. (National Institute of Standards and Technology， USA) 
Glascock， M.D. (Rese釘 ch&回 cωrCent怠r，Missouri Universi勿， USA) 
Ondov， J.M.， Han， M. (University ofMaryland， USA) 

3 P 40 STUDY ON COMPETITION BETWEEN UPT AKE OF IONS IN PLANTS 

Q盈垣.._L，Kawam町 a，Y.， Ambe， S.， Enomoto， S. (The Institute ofPhysical and Chemical Research) 
Minai， Y. (Musashi University) 
M誌ide，Y.侭adioisotopeResearch Center， The University of Tokyo) 

3P41 SYNτ壬IESISOF LABELED ORGANO勘ffiTALIC CHELATING AGENT USING :rv侃JLTITRACER

TEα到IQUE

kawamura. Y~， Ozaki， T.， Enomoto， S. (The Institute ofPhysical and Chemical Research) 
Am組.0，R.σac凶tyofMedicine， Kanazawa University) 
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3 P 42 ADSORPTION OF 188Re CO勘1PLEXESWI百1AMINOMETHYLENEPHOSPHONA1E ON 

HYDROXYAPATI1E 
Hashimoto.K.， Matsuoka， H. (Japan Atomic Energy Research Institute) 

3 P 43 HIGH-RESOLUTION X-RA Y EMISSION AND ABSORPTION SPECTROSCOPY FOR IDENTIFY町G

sτ'RUCTURAL ISOMERS OF LIGHT ELEMENT MOLECULES 
Muramatsu. Y.制TTLi島町leand Environmenta1 Technology Laboratories) 

[Positron， Mossbauer Spectroscopy， Methods， Others] 

3 P 44 POSITRON ANNIHILATION IN SILOXANE POL YMERS 

Shimomura‘ H~， Muramatsu， H.σac叫tyofEdu四 tion，Shinshu University) 

3 P 45 POSITRONIUM ANNIHILATION PROCESS IN LlQUID SC町TILLATORS

担旦弘エ， Sekine， T.， Sato， Y.， Kudo， H. (Grad凶 teSchool of Sci沼田e，Tohoku University) 
Ito， Y. (Research Center for Nuc1ear Science and Technology， The UniVIぽ sityofTokyo) 
SUZlホi，T. (High Energy Accelerator Research Organization) 

3 P 46 INCREASE IN POSITRONIUM FORMATION AT LOWτEMPERATURE 

E盟国主エ， Gowor，怯， T.， Kondo， K. (High Energy Accelerator Research 0培anization)
H創nada，E.のep紅白lentof Ac叩 leratorScie即怠， TheGrad聞記 Univ町宮ityfor Advanced Studies) 
Ito， Y.侭esearchCenter for Nuc1ear Science and Technology， The University ofTo旬。)

3 P 47 ATOMIC COLLlSIONAL CORRECTION OF ENERGY LEVELS OF ANTIPROTONIC HELTI民1ATOM

Nishimura. N~， Kino， Y.， Kudo， H. (Graduate school of Scienc夙 TohokuUniversity) 
K創出mura，M. (Fac沼ltyof Science， Kyushu University) 

3 P 48 STABILITY OF METALLOFULLERENES FOLLOWING NEUTRON CAPTURE REACTION ON THE 

METALION 

皇盟組~，Akiy創na， K. ， 1加， I.， Kikuchi， K.， Nakahara， H. (Graduate School of Science， Tokyoお1etropolitan
University) 

3 P 49 121Sb AND 1271 MOSSBAUER SPECTRA FOR SEVEN-COORDINA1E勘1ETAL CARBONYLS， 

酔払(C0)3(SbPh3)L]AND酢仏(CO)3(SbPh3)r(M = Mo， W，; L = PPh3， AsPh3) 
Ishiguro， A.， I紘ahas祉 M"Takeda， M.σac叫.tyof Science， Toho University) 

3 P 50 155Gd MOSSBAUER SPECτ'RA AND CRYSTAL STRUCTURES OF Gd(III)・EDTACOMPLEXES 

宣迎g，_I.， Nomoto， Y.， Takahashi， M.， Takeda， M. (Fac凋ltyof Science， Toho University) 

3 P 51 s7Fe AND 121Sb MOSSBAUER SPECτ'ROSCOPIC STUDIES ON SB-FE BONDS IN Fe(CN)5・Sb(C.sHS)3r-
(n=2，3) 
坦坦血ムιTakahashi，M.， Takeda， M.σac叫tyof Science， Toho University) 

3 P 52 121 Sb MOSSBAUER SPECτ'RAOF百ffiCO勘1POUNDSWITHSb=SbDOUBLEBOND

工盆豆坐&坐口 IshigroA.， Takahashi， M.σac叫.tyof Science， Toho Universi勿)
Sasamori， T.， Tokiωh， N. (In副知tefor Fundamenta1 Research of Organic Chemis釘y，Kyushu University) 
Okazaki， Rρep恒佃lentof Chemical Biological Science， Japan Women's Universiけ)

3 P 53 s7Fe AND 121Sb MOSSBAUER SPECTRA， AND CRYSTAL STRUCTURE OF♂14Sb)3[Fe(CN)6] 
Kitazawa. T"Morino， K.， Takahashi， M.， Takeda， M.σaculty of Scien∞， Toho University) 

3 P 54 237Np MOSSBAUER SPECτ'RA AND CRYSTAL Sτ'RUCTUREOFα-Np02(O町2

kitazawa. T" Saiω， T.， Wang， J.， Takeda， M.σac叫tyof Science， Toho University) 
Wang，J吋 N紘柑a，M.， Yamashita， T.， Saeki， M. (Jap岨 AtomicEnergy Research In組側te)

3 P 55 237Np MOSSBAUER SPECτ'ROSCOPIC STUDIES OF Np(V) AND Np(VI) SPECIES IN FROZEN 

NITRIC ACID SOLUTIONS 

Nakada.M~， Wang， J.， Kitazawa， T.， Takeda， M.， Tsutsui， S.， Mas北i，N.， Yamashita， T. (Japan Atomic 
Energy Research Institute) 
Wang， J.， Kitazawa， T.， Takeda， M.σaculty of ScienceャTohoUniversi勿)
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3 P 56 V ALENCE DELOCALIZATION AND CRYST AL STRUCTURE OF [Fe30(paza)6 (py) 3]・3py

Manago， T.， Yano， Y.，盟主皇血Lエ (Grad国民 Schoolof Sciences， Kyushu University) 
Hayami， S.侭anagawaAcademy of Scien民 andTechnology) 
Inoue， K. (Institute for Molecular Science) 

3 P 57 MOSSBAUER SPECゴ'RAOFτEτRAETHY工A為仏10NIUMHEXACY ANOFERRA TE(III) 

豆長盟ヰ，Mizutani， F. (National Institt取 ofBioscience and Human植Technology)

3P58 DV-XαCALCULATION OF MxTiS2悶τERCALATIONCOMPOUNDS 

Sakai， H.，~エ， Machida， N.， Shigematsu， T.σaculty of Science， Konan U凶versity)

3 P 59 FEATURES OF RADIATION-INDUCED LUMINESCENCE FROM SO恥ffiFELDSP ARS 

Hashimoto.、 T~， Takano， M.， Sakaue， H. (Faαuty of Scienc怠ラ NiigataUniversity) 

3 P 60 COMP ARlSON OF EQUIV ALENT DOSE V ALUES DETERMlNED BY LU恥1INESCENCE
ST島征JLATIONUSING BLUE AND GREEN LIGHT 

塩豆&旦二のepぽ佃lentofCh自国s町r，Niigata University) 
Galloway， R. (Department ofPhysics and Astronomy， The University ofEdinburgh， U.K.) 

3 P 61 Cl・36AMS恥1EASURE恥1ENTUSING TANDEM ACCELERATOR AT UNIVERSITY OF TSUKUBA 

全盟i， D.側aster'sProgram in Environmental Science， University of Ts止uba)
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